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序 文

大館市北部の松原に所在する矢立廃寺跡は，古くから藤原藤房卿隠遁の古寺で，

秋田市山内の松原補陀寺の旧跡であると伝えられてきました。

また，唯一の秋田県指定寺跡として，立派な礎石を残しており，昭和34年に指定

されて以来数次にわたり，その謎とされていた規模，構造，時期，社会背景等の調

査が進められてきました。

すなわち，昭和39年（第 1次），昭和48年（第 2次），そして昭和59・60・61年（第

3・4・5次）は，環境整備事業の予備調査として実施され，矢立廃寺跡の姿が次第

に明らかにされてきたわけであります。

その第 3次～第 5次調査成果については，本書本文により理解していただく こと

といたしまして，今後着手が予定される史跡公園化に向けて，大きく前進したと こ

ろであります。

五棟からなる規模と礎石建物という大館地方では稀な建築構造からみて，当時の

社会情勢下では当地方のもっとも進んだ建築工法による目を見張る建物として，中

世の当地方を知る上で欠くことのできない遺跡であると考えます。

本書は， そういう意味でも，専門的な分野においての活用とともに，埋蔵文化財

保護思想の高揚に役立てば幸いと思います。

最後になりましたが，調査にあたりご援助， ご協力をいただいた文化庁，秋田県

文化課をはじめ，調査員並びに関係各位に対し深く感謝申し上げますとともに，今

後の調査及び史跡公園事業につきましてもより 一層のご指導，ご鞭撻をお願い申し

上げます。

昭和 62年 3月

大館市教育委員会教育長月 居： 泰；
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1 本報告書は，秋田県史跡「矢立廃寺」跡の史跡公園化を目的に、寺跡の規模，建物の配置，

地区内の関連遺構・遺物を明らかにし，史跡公園化の根本資料として活用するため、昭和59・

60・61年度の三カ年にわたり実施した発掘調査の報告書である。

2 本調査の調査経費は，各年度ごとそれぞれ，文化庁「国宝重要文化財等保存蟄備費補助金＿

矢立廃寺発掘調査一~ として100万円，秋田県教育庁「文化財保護管理費補助金 矢立廃

寺発掘調査 」として50万円，大館市教育委貝会「矢立廃寺発掘調査」として50万円の計200

万円，通算600万円である。

3 本調査の法による発掘責任者は，大館市教育長月居泰，発掘担当者は板橋範芳である。

4 本報告書の執筆，編集は板橋の責任において これを行った。

5 本報告書中，「矢立廃寺の建物跡について」は，八戸工業大学建築工学科，高島成侑助教授に

分析，執筆をお願いした。

6 本報告書中，「第 3号ピット内出土種子の同定について」は，京都大学農学部雑草学研究室，

小林央往氏に分析，執箪をお願いした。

7 本報告書中，陶磁器については，金沢大学文学部，佐々木達夫助教授から御教授，御指導を

しヽ ただしヽ た。

8 本報告書中，「矢立廃寺跡発掘調査成果の検討」は，岩手県立盛岡工業高等学校情報技術科

教諭，国生尚氏のこれまでの研究成果を掲載した。

9 昭和60年 9月25・26の両日，昭和39年度発掘調査（第一次調査）を担当した岩手大学名脊教

授，板橋源先生に御来跡いただき，御教授，御指導をいただいた。

10 本報告書中の遺物の実測，採拓， トレース等の整理作業，写真撮影等は板橋が行った。

11 本報告書中に使用した地形図は，国土地理院発行「白沢」 (1/25,000, 昭和48年 7月30日発

行）を使用した。

12 本報告書に掲載した挿図には各々スケールを付し，図版写真は任意の縮尺とした。

13 第3・4次調査において年度毎に概報を作成したが，本報告書をもって正式なものとする。

14 本報告書中，挿図に表記した土層図の土層区分は次記の要項で行った。
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15 発掘調査，報告書作成にあたっては，下記の方々から御指導，御助言をいただいた。
記して

感謝の意を表します。（敬称略，順不同）

秋田県教育庁文化課，秋田県埋蔵文化財セ ンター，秋田県立博物館，岩手県立
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時（秋田県教育庁文化課），村越潔（弘前大学），本堂涛ー（北上市立博物館），
本沢慎輔（平泉
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I はじめに

1. 「矢立廃寺」について

江戸時代後期，東北・北梅道各地を遊歴し，後半生を秋田の地にすごし，角館町で没した菅江

真澄翁は，数多〈の紀行文や覚え書を著したが， その中に矢立廃寺に関する記述もい〈つか残し

ている。

すなわち「贄能辞賀楽美」（享和 3年=1803), 「勝手能雄弓」（文化 8年=1811), 「勝地臨奄」
磁註I

（文化11年=1814), 「花のいではぢ松藤日記」（文政7年=1824), 「月の出羽路」（文政10年＝

1827)などに記されているのがそれである。また，真澄と 同年代の随筆家である大館出身の二階

堂道形も「竹陰随箪艇録」に矢立廃寺について書き記している（『大館市史』第一巻）。それには，

現在の秋田市に所在する松原補陀寺は月泉良印か矢立廃寺を遷し建てたものであると記されてい
むとう りょう おう

る。また地元には無等良雄（萬里小路藤原藤房）隠遁地 としての伝承が残されている 。

その後， 明治25年頃に村人が宝物さが しのため，F建物の礎石間を掘った り，年代は不明であ

るか円丘状遺構の頂部を掘 り起したが何 も発見できなか った， という話が伝わっているだけで，

調査・研究はまったく行われることかなか った。

昭和7年 (1932)に入り， 4月28日に矢立村の要請に より秋田県史蹟調査員深澤多市が現地調査，
（ママ）

5月1日に深澤は寺址であるとの報告を秋田県庁に提出，同 2日に秋田県学務部長は矢立村長に，

古寺址の調査をするのでそれまで現状を破壊せざる様に指示した。同14日，矢立尋常高等小学校

長 瀧儀太郎は，深澤の調査後に発見された礎石，古柵材などの「史蹟天然記念物発見報告」を

行った。

同年 6月3日， 矢立村長 岩谷憲三より文部大臣 鳩山一郎に，逍蹟現況図， 賓地測量図， 地

藉図，口碑伝説を添えて，史蹟名勝天然記念物への指定申請書が提出され，同 7月16日，秋田県

知事か ら文部省宗教局長宛 「古寺址指定方の件」 が提出された。これに対 し同 7月25日付で文部

省宗教局長 下村壽ーから秋田県知事 武部六蔵宛，「右ハ適裳ノ機會二於テ賓地調査ノ見込二

付御了知相成度」と 回答があった。その実地調査は昭和 9年 8月に文部省嘱託 荻野仲三郎によ

って行われた。

この結果， 昭和 9年10月3日， 文部省宗教局長よ り秋田県知事宛に，

史蹟矢立村古寺趾指定二関スル件

八月荻野本省嘱託貰地調査二係ル標記史蹟ハ東北地方二於ケ ル古代文化研究上保存 ヲ要

スルモノナル慮尚調査講究ヲ要スル鮎有之付現状 ヲ嬰更セラル、慮無之様不取敢名稲ヲ矢

立廃寺IIJI:トシテ阪指定方御取計相成度
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※註2

と仮指定取計い方の指示があり，同10月16日秋田県告示第521号によって仮指定
された。この間，

瀧儀太郎により『中納言藤原藤房卿隠遁の故跡と言伝えある矢立村松原補
陀寺』が昭和 7年 4月

※註3
汲註4

24日に， また同年に地元郷土史家笹島定治（紫峰）が『藤原藤房卿』を著した
。しかし，仮指定

のまま終戦をむかえ仮指定は解除となった。

昭和34年 1月 7日に秋田県史跡（指定書記号番号，史13)に指定され，昭和39
年10月31日から

同11月 5日ま での 6日間，秋田県教育委員会，花矢町教育委員会（昭和30年 3
月 1日，花岡町と

矢立村の合併で花矢町と なる。 昭和42年12月21日，花矢町が大館市へ編入合併
）により，測量を

主とする発掘調査が実施され，

仏殿•…・・桁行 7 間（各間尺約10尺）， 梁間 6間 (lOXlOX10 X lOX 10X8. 5尺）

法堂……桁行 5間 (9XlOXlOXlOX 9尺），梁間 3間（約30尺）

方丈……桁行3間（全長26尺），梁間 2間（全長20尺）
※註5

の禅宗伽藍跡であろうと想定された（第 1次発掘調査）。

昭和48年 7月29日か ら同9月10日まで，大館市史編さん事業の一環として，第
1次調査区の東

側の平坦面の北側およぴ西側調査が行われ，掘り方掘立柱建物と礎石建物
の二時期の建物跡が存

※註6

在することが確認され， この調査区は総門， 三門跡であろうと想定された
（第 2次発掘調壺）。

大館市教育委員会は，矢立廃寺跡の史跡公園化を目的に，秋田県文化課の指
導を受けながら，

当該地区の買収作業に取り組んできたが， その作業が昭和57年度で完了したこ
とにより，史跡公

園化の実質的作業の手始めとして，寺跡の規模，建物の配置，地区内の関
連遺構，逍物の確認調

査を行うぺく，昭和59・60・61年度の三カ年にわたる発掘調査を計画，実施に
入った（第 3・4・

5次発掘調査）。

※註 1: 内田武志• 宮本常一編『菅江真澄全集』第八巻， 1979, 未来社，の解題による
。『大館市史』

第一巻には「花の出羽路」 (1814) とあるが，それは『菅江真澄全巣』解題によれば、
「花の出

羽路の目」（仮題）の執築年代で，矢立廃寺について記述されているのは 『花のい
ではぢ 松藤

日記』で，それは文政 7年ごろの執箪である。

※註 2: 仮指定に関する資料は，秋田県教育庁文化課，およぴ大館市教育委員会
社会教育課保存の関

係資料による。

※註 3: 『紫峰笹島定治著「藤原藤房卿」 天然記念物「長走風穴・高山植物群落」 史蹟「松原

補陀寺」』昭和30年2月，矢立村教育委員会，に所収。

※註 4: 註 3に同じ。

※註 5: 奈良修介・板橋 源『矢立廃寺跡発掘調査略報』昭和39年。

花矢町社会科教育研究会・田山久 編 r矢立廃寺J 松原補陀寺跡一-li]f~(7)=j=-5 J ~, 1964, 

11. 20。
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※註 6: 奥山 潤・板橋範芳 『大館市松原 矢立廃寺発掘調査報告書J 1973. 12, 大館市史編さん調

査資料第11集。

2. 発掘調査要項

遺跡名称 矢立廃寺跡（秋田県史跡，指定書記号番号一史13)

遺跡所在地 秋田県大館市白沢字松原小字ハゲノ下・上ハ台

調査期間 昭和59年 8月27日～同年 9月10日（第 3次発掘調査）

昭和60年8月28日～同年10月24日（第 4次発掘調査）

昭和61年 6月2日～同年 7月1日（第 5次発掘調査）

調査面積 第3次発掘調査， A区327m',8区（トレンチ） 144m' 

第4次発掘調査， B区294m',C区210m',G区134m'

第5次発掘調査， C区240m', D・E区155m',F区（礎石確認） 144m' 

調査主体者秋田県大館市教育委員会教育長 月居 泰

調査担当者 大館市役所企画室市史編さん係 板橋範芳

調査事務局 大館市教育委員会社会教育課課長 菊地博（昭和59年度），松井勇一 （昭和60

・61年度）

課長補佐岩谷満夫

鳴海敏雄（昭和59・60年度），松田芳尚（昭和61年度），宮田清司，下遠一恵（昭

和59年度），木村 ミヱ子（昭和60・61年度）

調査補助員 渡辺一郎（昭和61年度）

調査協力員 斎藤隆悦• 石井隆（大館市役所職員）

調査作業員 阿部清治，小林兵市郎，阿部キミヱ，阿部ト ミヱ，阿部ユリ，小林愛子，小林ア

キヱ，小林クニヱ，小林スヱ，小林トモ，小林フヂェ，佐々木菊江，佐々木キミ，

佐々木シコ・,佐々木康子，佐藤ノプ，福士栄子，福士ハル，福士ヒサ，福士ミチ

ヱ，福士リチ，山下キクヱ，山下ハツヱ，山下レン。

II 遺跡の環境

1. 矢立廃寺の位置と立地環境（第 1図）

大館市は秋田県の北束部に位置し，東経140度28分から140度44分，北緯40度 9分から40度26分

にわたる地域を占めている。矢立廃寺跡は東経140度35分40秒，北緯40度21分27秒（国土地理院発

行「白沢」 1/25,000、東南隅か ら西へ10.4cm, 北へ10.7cm)の大館市北部に位置する。
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秋田県北部を西流して日本海に注ぐ米代
川は、その流域で幾多の中小河川を合流

する。その一

支流である下内川 は，青森県境の矢立峠
付近の下内沢に源を発し，陣場・長走の谷

間を南下し，

矢立廃寺の占地する下内川河岸段丘（松
原台地）の南側 で，女神山にぶつか り、

その東麓に沿っ

て大き〈 曲折し てふたたぴ南流して，大
館盆地の北端， 白沢地内の沖積平野部に貫

入する。

矢立廃寺（第 1図ー1)は，大館市白沢字松
原小字ハゲノ下・上ハ台に位置し，下内川

の形成し

た河岸段丘の第二段丘南麓に占地する。
段丘面は標高約122.7 mの東側面(A区）と 、

標高123.3-

125 .4 mの西側面 (B・C・D・E区）の二つの平
坦面からなり， ここに主要建物跡が存在す

る。

矢立廃寺の占地する段丘は，玄武岩体を
基盤とし，その上に15-25mはどの厚さで

軽石質火山

灰第二次堆積物（標高130m-155m, 鳥越層
～上位堆積物に相当すると考えられる）が

堆積し，

段丘東側は下内川に，西から南側は下内川
に注ぐ小沢水によって侵蝕を受け（第二段丘

），その後，

侵蝕作用がゆるやかになった時点で第二
段丘裾縁に形成されたのが，矢立廃寺が

選地された幅の

狭い平坦面である。

矢立廃寺の西側間近に男神山 （標高340.7m
)が，南側間近に女神山 （標裔282m)が美

しい姿

で遺跡を抱きつつむようにそびえる。遺
跡から両山鞍部を越えて白沢集落に至る

1日道「細越道」

は矢立廃寺存立期の古道と考えられ，鞍
部道筋には「岐美二柱神社」の小祠があ

る。男神・女神

J:, 註7

の山名とこの神社は強いつなが りがある
と考えられる。

遺跡の占地する平坦面の北側全体は第二
段丘の急峻な崖となっていて、 地形的に

は南側 に開け

ている。遺跡から男神山・女神山の北側
山裾までの100-150mの間は，遺跡面から

約 1mはど低

〈なっていて水田に利用 されている。台
地縁直下の水田中からは柵木あるいは土

留めに使用され

たと考えられる杉の木杭か出土する（図版
41)。水田に引いている水は，第二段丘西側

の沢奥から

の沢水を利用し てお り， それは男神山，
女神山の北裾に沿って流れ下内川に合流

する。この沢水

が逍跡地内に顔を出す第二段丘西南端下
には，比高 2mはどの二段のゆるやかな滝が

ある。

また，東側平坦面 (A区）の北西部には，
水量が豊かな湧水があり， 矢立廃寺が存

在した当時

も飲料水として利用されたものであろう。
この湧水は南へ引水され現在は田水に利

用されている。

引水流路からも杉の木杭が出土している
。

男神山・ 女神山， 沢水， 小滝，湧水など
四囲の景観は，矢立廃寺の存在に強〈か

かわるもので

ある。

2. 歴史的環境（第 1図）

矢立廃寺の北北東約2.8km,国道7号線の東側
，国見山（標高453.9 m)の西麓（標高166

m付近）

には，国指定天然記念物 「長走風穴高山
植物群落」（大正10年2月24日，内務省告示

第19号）があ

る（第 1図ー7)。国見山塊の岩体である石英
粗面岩が崩壊し， 山中の崩壊岩体間隙を

通 りぬける
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第 1図 矢立廃寺付近地形図 と周辺の遺跡
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冷気が，山麓地表にあらわれて風穴を成したものとされ，その温
度は最高が 7度C,最低がマイ

ナス 3度C, 年平均 1度 9分という低温で，そのため，第四紀洪積世氷
河期の植物種が残存した

ものと考えられている。主な植物はコケモモ， スノキ， ウスノキ
，オホパスノキ， ゴゼンタチバ

ナ，オオタカネバラ，ベニバナイチヤクソウ，ナンプソウ，工ゾキ
ンバイ，ナナカマド， ミヤマ

床註8

ヤナギ，チゴユ リ， クルマユ リ， タカネソウ，ヤナギラン，ウサ
ギシタなどである。

下内川中流域は，遺跡の密度はそれはど濃〈はないが，大館地方
の古代・中世史研究にと って

欠くことのできない重要遺跡が点在している。

矢立廃寺の位罹する松原台地 （第二段丘） 上には， 縄文時代後期
末葉から 晩期初頭の松原小立

遺跡がある（第1図ー2)。南北約700m,東西150-200mの広大な松原台
地上では，現在のところ

松原小立遺跡 1カ所だけが確認されているにすぎない。

前述し たように，矢立廃寺から南へ延ぴる細越道は，男神・女神
の鞍部越えで，白沢集落の西

にひろがる大館野台地に連絡する。大館野台地は南北約1.5km, 東西約
500mの広大な台地で，台

地上一面に，織文時代早期か ら古代・中世までの集落遺跡が存在
する，大館地方ではもっとも広

い面積をもつ重要逍跡である。ちなみに 「大館」 を冠する字名は
，大館地方で唯一の古字名であ

る。矢立廃寺はこの大館野遺跡の古代・中世集落とは密接な関係
にあるとみてよいだろう。

大館野遺跡の西，粕田川をはさんで対峙する大森台地上には，粕
田遺跡がある（第 1図ー4)。

昭和48年 3月25日から同年 4月8日まで，土砂採取工事を中断させての
緊急発掘調査で，続縄文

土器，古代集落の竪穴住居跡 6戸を検出，大館地方の古代研究の端
緒を開いた遺跡であリ，現在

※註9

では北東北地方に普遍的に知 られるようになった土師器砂底甕が最
初に注目された遺跡でもある 。

粕田遺跡の西側丘陵を越えて，花岡川流域長森地内の沢奥水田中か
らは， 12世紀-13世紀初頭に

編年される 1個の広口壺と 2個の四耳壺が発見された。いずれも珠洲
陶器で能登半島珠洲窯から移

入されたものと考えられる逸品である（第 1図ー 5)。長森台地の南側先
端部には「七ツ館」と呼

ばれる古い型態を示す城館遺跡があり ，おそら〈花岡川流域の開
発領主であったと考えられる七

ツ館館主によって， 開発拠点であった沢奥において水口祭 りのよ
うな農耕祀祭に使用された壺で

あろうと推察される 。

一方，大館野遺跡の東側に下内川をはさんで対峙するのが， 白沢
字古屋敷・古館にある白沢古

館遺跡である。空堀を配するやは り古い型態の城館遺構であるが
発掘調査はまだ行われていない。

滋註10

館状遺構の北端には鹿戸野神社か鎮座するが，この神社の縁起に
は義経伝説がまつわる。この鹿

戸野神社，白沢古館の東側を「天下道」（鎌倉街道の「下の道」の
延長路と考えられる）と呼ばれる

古道が通っている 。天下道はここから北へは矢立峠 を越えて北条
得宗領である津軽地方へ連絡し，

南へは商人留 ・茂内地区 を通って大館に連絡する。商人留の西，
釈迦内地区には北条時頼と唐糸

床註II

の前に関する「時頼廻国伝説」が伝わ り， 釈迦内の地名もそれに
起因する。
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以上，矢立廃寺をと りま〈大館盆地北端部地域には，大館地方の古代・中世史解明に重要な意

味をもつ逍跡か点在する。矢立廃寺はこれら一連の歴史的環境の中でとらえていかなければなら

なし'o

※註 7: 註 3に同じ。瀧儀太郎 『史蹟 松原補陀寺』昭和30年2月， 矢立村教育委貝会

紫峰笹島定治著 r藤原藤房卿』昭和30年，矢立村教育委員会

※註 8: 註 3に同じ。天然記念物 『長走風穴・高山植物群落』昭和30年， 矢立村教育委員会

※註 9: 奥山 潤・板橋範芳 『粕田逍跡発掘調査報告書』1974・3, 大館市教育委員会

※註10:安政年間に編錨されたと考えられる 『郷村史略』白沢村の項に「社地 観音 文治五年亀井

六郎重清，義経公の供に後れ， 嬰中に籠め し処の（弗林を此処に箇けり，里人堂 を建て産神とす」

と記されている。

※註11: 『大館市史』第四巻

III 調査の概要

1. 調査方法（第 2・3図）

昭和59年度調査時において，「矢立廃寺跡地形図1/200」（株式会社八洲）を作製（第 2図），調

査は地形図測量ボイン ト （逍跡地内全体を覆うように10mマス目で，西から東へA-Uまでの21

ボイン ト，北か ら南へ 1-18までの18ボイント）に出来るだけ添うように調査区を設定したが，

調査区全体の把握は（第 3図），

A区 逍跡東側平坦面， 第 2次調査区。

B区 逍跡西側平坦面東部， A区と第 1次調査で仏殿跡とされた建物の間。

c区 逍跡西側平坦面中央部，第1次調査で仏殿跡とされた建物地区とその南側延長地区。

D区 逍跡西側平坦面中央部，第 1次調査で法堂跡とされた建物地区とその南側延長地区。

E区 逍跡西側平坦面の中央部から西端まで，第 1次調査で方丈跡とされた建物地区とその南

側延長地区および以西の平坦面。

F区 E区北側崖の中腹にある平坦面，

G区 8-F区北側崖上（第二段丘面）にある 円丘状遣構地区。

とし，それぞれの区から検出された建物に各区頭文字を冠して建物呼称とする。例えばC区の

礎石建物は C建物とする。

第3次調杏は，第 2次調査で排土場所として掘 り残した南側部分と ，畦畔部を含む平坦面東部

の全面を対象とした。また，B区にa, b, c, c'の 4本の トレンチを設定した。

第4次調壺は，第 3次調杏 B区トレンチで確認された遺構の調査と， C区の昭和39年度調査で
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第 3図 矢立廃寺地形測量ボイント

仏殿とされた C建物の北側半分の調査，およぴG区の円丘状遺構の調査を実施した。

第5次調査は， C建物の南側およぴD・E区の第 1次調査で法堂 (D建物），方丈 (E建物）と

された建物の南側柱列を検出できる位置に 1、レンチを設定して調査， そして F区の礎石建物
(F

建物）の礎石全体を検出して平板測量を行った。

調査はすべて手掘り で行 った。 A区の北恨I]崖裾と南側台地緑下， C区北側崖裾と C・D区
間に

ぼ註12

は礎石およぴ根石に利用された石が取り寄せられていた。

測盪，実測は，平板測量は1/100,逍構実測は1/20の縮尺を原則とし，逍構細部については1/1
0 

の縮尺で図化した。写真撮影は白黒， カラー， リパーサルに収めた。なお建物の柱はす
べて，北

東隅を基点に南へ 1・2・3-の数字で，西ヘアルファペッ ト小文字で a・b・ c-と表記し，柱
当

たりはla・26・3cのごと〈記す。
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2. 調査の経過（第4図）

〔第 3次調査〕 第2次調査時の未調査区（南側と畦畔）を含む A区東側の全面調査 (327m')

と， B区に a(2mX10m), b(2mX20m), c (2mX26m), c'(2mX16m)の4本のトレ ンチ（計

144m')を設定，総面積471m'を調査した。

調壺は昭和59年 8月27日，器材運搬，基地設営，現場の下草刈りから開始，同月31日南側未調

査区で根石列確認 9月3日畦畔未調査地から根石をもつ小ピット列検出。南側に掘り方検出。

同4日A区精査とともに平板測量開始， また B区の下草刈り，草根剥し作業に入る。翌 5日， A 

区精査とともに根石の写真撮影， B区a,b, cトレンチ設定掘り下げ， cトレ ンチ北部からカワ ラ

ヶ皿破片多数出土。同6日A区66根石実測， B区cトレ ンチ西側に c'トレンチ拡張。同 7日A区

精査継続。 B 区では C•c' トレンチ北部に掘り込み緑検出 。 掘り込みの埋め土面で一旦精査。 同 8

日A区の精査終了，平板測量終了。レベルを測量図に記入。 B区bl、レ ンチに溝遺構検出，溝遺構

の東側は粘質黄色土の三和土状遺構。 同9日A区全体写真撮影。 B区aトレ ンチでも 北西部に粘

質黄色土三和土を検出， a•b トレ ンチ 間に 三和土遺構が広がっていることを確認， a·b トレ ン チ内

調査終了。 C • c' トレンチ北部掘り込み遺構の掘り下げ。 ー 1.2m は ど落ち込むことを確認，掘り込

み床面に焼土遺構。焼上土およぴ周囲床面よりカワラケ多数出土。同10日A区埋め戻し， c'トレン

チ西壁土層の層序実測。写真撮影，平板測量を行い調査終了。

〔第 4次調査〕 第 1次調査検出の C建物北側三柱列目までの確認調査 (210m'), C建物東側と

第 3 次調査 C•c'トレンチ北部で確認された掘り込み遺構との関連追求調資 (126面）， c'トレンチ

から bトレンチ間の掘り込み遺構の調査 (120m'),a・bトレンチで確認された溝遺構と粘質黄色土

三和土状遺構の調査 (174m'), G区円丘状遺構の調壺 (134mりの計764面を行った。

調査は昭和60年8月28日，器材運搬，基地設営，下草刈り，杉皮等の地表清掃から開始，翌29

日北側礎石列の根石面まで排土。 30日に C建物の西北部およぴ北側に，基盤の玄武岩風化層（赤

褐色で角礫状に剥離する）を掘り込んだ幅50-70cmの溝を確認。北側崖裾部を拡張。 9月2日C

建物の西・北・東側にめぐらした雨落ち溝の全容確認。同4日， C建物東南部に， C•c' トレ ンチ

で確認された掘り込み縁の延長を確認。東溝は掘り込み緑で消失，同 5日C建物の北側部分全容

を検出。北桐lj2列 (1・2列）の礎石は第 1次調査時のままであるか， 3列目の根石は3b・3gのみ
※註13

で，第 1次調査時に確認された c・ d・ eの根石および根石を据えるための掘り方は まったく 確認

できなかった。 G区円丘状遺構調査区設定。 同 6日から掘＇）込 み遺構 ・G区調査に入る。掘 り込

み遺構床面の焼土上およぴ周囲からカワラ ケ，白磁，須恵器系陶器出土。同月 12日G区円丘状遺

構調査終了。円丘は玄武岩体から成る自然丘で，丘頂等に人工的な遺構はまったくみられなかっ

た。同Hよリ a・bトレ ンチ区の溝遺構と三和土状遺構の全体調査に入る。同月 19日から G区円丘

状遺構の実測と写真撮影に入る。この間雨天の日が続く。同24日から掘り込み遺構床面の精査，
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同25日G区円丘マウンド埋め戻し
。本日，第 1次発掘調査担当者で

ある岩手大学名誉教授板橋源

先生米跡，御教授御指導を受ける
（翌26日まで）。同27日C建物東溝

延長上の掘り込み整地層上の

精査を行うも，溝の痕跡検出で
きず。同28日から実測作業に入る

。10月1日発掘作業終了。基地

撤収。発掘作業員として調査に
参加した松原集落のおばさんた

ち手作りのキリタ ンボ鍋で慰労
会

を行う。同 3日から各遣構細部の
実測作業に入り 10月24日作業終了

。

〔第5次調査〕 C建物南側の全面調
査 (244m'), D・E区の第 1次調

査で確認された D・E建

物の南側柱列を確認するように設
定したトレンチ (152m'),およぴ

F建物の礎石確認調査 (225m')

の計601m'を対象とした。

調査は昭和61年 6月2日，器材運
搬，基地設営，下草刈り，第 4次

調査排土の埋め戻し残土の

かたずけ作業から開始し， C建物南
側の調査から入った。翌3日にC建

物5d・5e根石検出。根石

検出レペルで全体を排土。同 4日
4c・4d・4f・4g根石検出。第5柱

列以南にはま った＜柱跡の痕

跡がみられないため，柱通りに
幅25cmの細いトレ ンチを設定して

，その断面から痕跡を探る作業

に入る。同 7日までの柱通 りの
トレンチ調査の結果，柱当りに

は何らの痕跡もみ られなか った
。

5・6-f間に須恵系陶器片か重って
多量に出土。同10日から D・E区

トレンチ調査に入る。同11日

から C建物根石の写真撮影，実測
作業に入る 。D建物 ・E建物南側

の礎石列検出。同12日D建物

南東部に段差確認，段傾斜面に
多量の石を検出。同16日5・6・7

-f・g間を掘り下げ整地層中より

多量の須恵系陶器片出土。また4
・5・6-c・d間を掘 り下げ5・6-c

・d間に掘り込み縁線確認。同21

日F区下草刈り， F建物礎石の検出
に入る。4・5・6-d・e間掘り下げ

。柱通 りトレ ンチ断面層序

実測作業に入る 。同26日C・ D区写
真撮影，平板測量の後埋め戻しに

入る。同27日6・7-d・e間西

壁寄りの第 2号ピッ トを掘 り下げ
， 数種類の種子と刀子状木製品

出土。 7月1日ま でに埋め戻し

作業と，実測作業を並行して行
い，本日両作業を終了，基地・

機材を撒収して作業を終了。

以上で昭和59・60・61年度の 3カ
年にわたる発掘調査を終えたが

，未調査区を含めて不明の点

が少な〈ない。今後の精査がまだ
まだ必要である。

※註12: 現在地表にあらわれている
礎石に利用されたと考えられる石は

、 A区で17個， C区で21個を

数える。

※註13・．前掲註 5資料の添付実測
図にみられる。
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w 第 3次調査

昭和48年の第 2次調査で、総門（掘り方掘立柱）桁行 5-6間 (7尺等間）梁間 2-3間 (9

尺等間），総門（礎石）桁行 5間 (7尺等間）梁間 3問 (10尺等間），三門中央門（掘り方掘立柱）

桁行 2間 (11尺等間）梁間 2間 (9尺等間），三門北門（掘立柱建物） 1間四方 (9尺四方），三

門南門（掘立柱建物） 1間四方 (10尺四方）の門跡と考えた地区である（第 5図）。第 2次調査時

に総門と三門が接近しすぎているということで，門跡と考えることに i疑問もあった。そこで第 2

次調査時に排土地 として掘り残した南側部分と畦畔部分の遺構確認およぴ総門跡とした A区東HllJ

の全面調査を行った。また，未調査地のB区に 4本の トレンチを設定して遺構確認調査を行った。

1 . A区検出遺構

第6図は第 2次調査成果と第 3次調査成果を合成した図である。第 2次調査でA・B・Cの三

本の溝が検出され， それに囲まれた内に総門跡を想定した（第 5図）が，畦畔掘り 残し部分およ

ひA・B溝南側延長部分の調査によって，A・C溝は北東部コーナーを形成して接合したが， B 

溝は北 ・南両端が立ち消えていて， B溝と C溝の接合は認められず，C溝は B溝との接合想定位

置よ リ更に西側 に延ぴていることが判明し た。 B溝は第2次調査時に掘 り方の上位に確認されて

いる（第 5図，柱穴No.24・25, およびその南側の小 ピッ ト群。 No.23も同様であったと思われるが

確認はしなか った）ことから，一連の逍構より新しい時代の溝であると判断された。

畦畔部分からは 5個の比較的小ぷ りで浅い鍋底状のピットが検出され（第7図の第1柱列）， 1d 

ピッ トの開口部には 4個の石（根石と考えられる）が置かれていた。これら 5個のピットは礎石

建物の柱通 りに一致する。

南側未調査部分は地山が南へ緩傾斜しているため盛土整地が行われている。南に傾斜する地山

の上に黒色腐蝕土層があ り，それを北側遺構面 と同 レベルに整地 し，その上に砂質黄色土を堅め

敷いて盛土整地している。盛土整地面から礎石下部遺構が印力所検出され，盛土整地線からわず

かに南側の盛土整地層下地山面から 4コの掘 り方を検出した。

(1漑石建物跡 (AII建物跡）

礎石はすべて取 り寄せられているが，礎石下の施設と考えられる根石・浅い掘 り方 ・集石 ・枯

質黄色土三和土の各逍構をもって第 7図のような建物プランを復原した。

建物は東西 4間，南北 5間であるが建物東南部の5・6・8-a,8 bでは遺構を検出できなかった。

現況確認できた逍構でプランを想定すれば第 7図実線様に線引 きできよう。礎石下部遺構は建物
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第 8図 A区礎石建物跡 (AII建物）

の北側 と南側で大きく次の二通りの形
態に分けられる。

北側逍構 地山面に構築されたもので
，

方に根石を配罹する

浅い鍋底状の掘り

(ldにはその痕跡かあり， 1-

b・c-eは取り寄せられたものではなかろう
か）。

a列は掘立柱穴だけである。

南側遺構 盛土整地層上に構築され
たもので， 枯質黄色土

三和土をまず施工し， 次にコプシ大か
ら最大40cm

大の河原石を配置する根石 (66, 第8図
参照）遺

＼
 

1111 

ょ
合

IヽI

第 7図 A II建物66礎石下部逍構
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構と， コプシ大のものを最大にタマゴ大の角礫（台地基盤の赤褐色化＝酸化した風化

玄武岩）を配置する集石 (56,6-c・e, 7-c・d)逍構，およぴ集石遺構に使用した角礫

の小片（小片を利用したのか，意識的に砕いたのかは不明）を混ぜた枯質黄色土三和

土 (8-c・d・e)逍構かみられる。

柱間は東西が東から a-(10尺）一 b-(9尺）一 c-(9尺）一d-(9尺）― e。南北が北から 1-

(12尺）ー 3-(7尺）ー 4-(7尺）ー 5-(7尺）一 6-(12尺）ー8で， a列のみla・3a中間に2aか入

リ， la-(6尺）ー2a-(6尺）ー3aとなる。第 7図建物プランの東南部破線は，建物中央の東西 2間

x南北 3間を身舎と考え四面に庇がつくと想定した場合のものである。

礎石建物の北側およぴ東側には雨落ち溝を検出した（第 2次調査時の C・A溝）。北溝の西端底

面レベルか標高121.705 m, 東溝とのコーナー底面で標高121.649m, 東溝は盛土整地層に至って

痕跡かみえなくなる。南端底面で標高121.635mを測る。

第2次調査では礎石総門跡と想定した建物であるが，今次調査によって All建物は堂宇，堂舎

と考えるぺきであろう。

(2)掘 り方掘立柱建物跡 (AI建物跡）

第2次調査で掘 り方掘立柱総門 (a・b・c列）と掘り方掘立柱三門の中央門 (e・f・g列）と

想定したのであるが（第 5図），総門と三門の軒先が近すぎるという懸念は調査時からあった。今

次の南側掘り 残し部の調査によって，第 1柱列と対称位置に第 5柱列 を検出したことにより，第

9図のような掘り方掘立柱建物 (AI建物）を確認することができた。

g f e d c b a 

f) I 
〇 ◎ | 

I ◎ ◎ 2 

I 書 J:
f) Q~ ◎ 0 0 u, 
゜

IOM 

第 9図 A区掘り方掘立柱建物跡 (AI建物）
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A I建物の2a・3a・36の掘り方の上面に，それぞれ All建物の36・46・3cの根石およぴ浅い掘

り方逍構が構築されていること， A I建物第 5柱列が， AII建物基盤である盛土整地層下からか

ら検出されたことなど， AI建物がAll建物に先行するものであることが判明した。

A I建物の平面プランは，束西 6間，南北 3間で，掘り方開口部径0.8-1.Zm, 深さは40-90

cmとまちまちで，深さの異なる点で同一建物としてみることができるかどうかの疑問は残る。掘

り方内底面に柱根跡と考えられる小ピットがみられ，復原は小ピットを基準に想定した。それに

よると東西の桁行はa-(10尺＝第9図実線か 9尺＝第9図破線）一6-(9尺）一c-(8尺）一d-(8

尺）ーe-(8尺）一f-(9尺）一g,南北の梁間 1-(8尺）ー2-(7尺）ー 4-(8尺）ー 5となる。

掘り方範囲内で梁間を考えると 8尺等間にも線引きできる。桁行が 8尺を基調としていることか

ら梁間も 8 尺を基調とすると考えてよいかも知れない。な お，梁間C• f列では中央に第 3柱を置

〈2間づくりとなる。

柱通 りでみると， c-f列の 3間X2間プランを中心に， その東・西に 9尺 l間 を付属し， さら

に東側に10尺あるいは 9尺の 1間を付けた構造になると考えられる。

(3)出土遺物

第 3次調査A区からの出土遺物は，南側盛土竪地層中から縄文時代後期の小土器片を数点検出

したにすぎない。盛土整地土は A区北側の崖を崩して容土したものと考えられ、その際に土砂に

混在したものであろう。第 2次調査においては， A溝中，掘り方内埋梢土中，掘り方周辺からカ

ワラケが出土した。改めて第 2次発掘調査報告書から実測拓影図（第10図）と説明文を転載する。

なお文中「土師器」とあるのは，本報告書で「カワラケ」とした土器である 。

出土逍物は，土師器・須恵器・陶器・縄文土器であるが，縄文土器は逍跡南側の自然傾斜を整

地する ために埋めた土の中に含まれていたもので生活面から離されたものである。須恵器・陶器

は2・3片という数である。ここでは土師器を中心に記載する。なお胎土に含まれている砂粒につ

いては，土壌の国際区分法とは別に区別を設けた 。すなわち 2mm以上を礫， l.9-0.5mmまでを祖

砂粒， 0.5mm以下を細砂粒とする。

1はA溝内出土 (X印）で，溝底部より十 5cm上位で，溝の黒色埋積土中よ りふせた状態で出

土した。 A溝中よりの出土逍物はこの土師Jill1個である。色調は灰白色で，外口緑部およぴ内底

中心部に媒が付着している。胎土は細砂粒を含み，緻密な良質の粘土を使用し ている。焼成も良

好で，成形は右廻回転ロクロを使用している。切離しは回転糸切り手法であるが，糸引 きが不充

分で，底部に瘤が残っている。推定口径約9.3cm,現高約1.6cm, 推定底径約6.1cmである。

2はP30の埋積混合土中よ り出土，色調は明褐色で底部がわずかに残存する。細砂粒を含み枯

土は良好なものであるが，焼成が悪〈、指でこすると胎土が〈 っついて〈る 。回転ロ クロによる

成形であるが，底部の切り離しの手法は外底面が1摯滅しているため明らかでない。ただ底部から
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の立ち上 り部分に 糸引きによる切り 込み痕のようなものが
あ ＇）， 糸切 り手法であったのではない

かと推定される。現高約1.4cm。

3はP36付近の水田沈澱屑下より出土したもので，色調は褐色
，細砂粒を含む。2同様焼成は悪

〈指でこすると 胎土が〈っついてくる。 回転 ロクロに よる
成形であるが，底部の切リ離し手法は

あきらかでない。特徴は内底部立ち上 り部に小豆大の瘤が
〈っついている。こ れはおそらく重ね

焼きするときに，器が〈っつかないように，上に重ねるも
のの台としたものと思われる。現高約

1. 8cm。

4はP36付近の水田沈澱層下 より出土。色調は黄褐色で，礫粒
も多少含むか，粗砂粒が主であ

る。外体部に左下から右上にかけて， ロクロの回転がおそ
くなったときに行ったようなロク ロ目

が走り，右廻回転ロクロによる成形であることがわかる 。
底部の切り離し手法は糸切りによる。

現高は2.2mm。

5はP36付近の水田沈澱屑下より出土。 色調は黄白色で全体に
まばらに鉄分が付着している。

4同様左下から右上にかけて， ロクロ目 が走ってお り，右
廻回転ロクロを使用したものと思われ

る。とくに回転の速いと きの横に走るロクロ 目の上に，左
下から右上にロクロ目が走ってお り，

それが底緑から 口緑まで続いていることよ り，最終のロク
ロ 目であ り，回転がゆるやかになって

からのものであることがわかる。切り離し手法は糸切りで
あり，その痕は他のものより太〈深い。

内底面には指によ る押圧がおこなわれ， 押圧部と押圧部の
間に山形突帯をつくる。こ の山形突帯

は輪になるのではな〈 ，うず巻状に なるものと 思われる。
これは静止状態で形成したのではなく ，

ゆっ〈りとした回転をもたせての成形であろう 。細砂粒が
含まれ，推定口径約9.5cm, 現裔約2.3

CM推定底径約6.5cmである。

6はPZOの黒色埋積土中より出土。色調内面黄白色で中央部
に媒が付着し，外面およひ底面は

褐色，細砂粒が含まれている。外体部に右下から左上ヘロ
クロ 目が入 り，仕上げのロクロは左廻

回転ロ クロを用いた と思われる。 切り離し は糸切り手法
であるが，底緑部に段がつ き，台付 きの

ような断面を示すが， これは意識的なものではなく 、糸切
り の際にできたものと思われる 。底緑

部に 5条の擦痕が糸切 り痕 を切ってみられる。

7はC溝北側 ・(X印）より出土， 口緑部のみであるが，他に出
土しt..:JIil, t宛に類のないもので

ある 。色調は暗黄白色，細砂粒を含んでいるが，緻密な胎
土である 。

8はP36付近の水田沈澱層下出土。口緑部 と体部 を段をもって
画し ている。成形は 回転ロクロ

を使用し ているが，体部は指でなでてロクロ目を消し てお
り，口緑部には右下か ら左上ヘロクロ

目が走 ってお り，仕上げは， ゆっく りとした左廻回転ロク
ロを使用 したと思われるが、全制作工

程に左廻回転ロク ロを使用し たかどうかは判断できない
。塊口緑部。

9はP28付近の水田沈澱層下出土。色調は淡褐色， 8同様口 緑部
と f本部を段をもって画してい

る。 成形はロ クロを使用し ているが，体部は指をもってロ
クロ目を消しており，内体下部も刷t

状のもので， 口緑に対して直角に整形し ている。口緑部
ロクロ 目は左下から右上へ、 細砂粒も左

から右へ動い ているので，水挽き， 仕上 とも右廻回転 ロ
クロを使用したものと思われる 。j宛口緑
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部。

10の塊は P30付近の水田沈澱層下出土。色調は淡褐色、細砂粒を含むが，きわめて緻密な胎土

である。体部が1ゆるやかな曲線を描 き，体下部はするど〈 内弯するものと思われる。これは13と

同形の坑口緑部と 思われる。口唇は13はどではな いが， 他 と〈らべるとかな り角度をもつもので

ある。

11は塊口緑部でD溝埋積土中出土。色調は褐色，他にくらぺ細砂粒の量は多く ，表面はかな り

ザラザラしているが，焼成は良好でかな り硬い。下部に指によるなで痕があ り,8・10同様、 ロク

ロ目を消しているものであろう 。 ロクロは右廻回転ロクロを使用 している。

12は坑口緑部でE溝底部より 出土。色調は黄白色，胎土は粗砂粒大のものがいくつかみえるが．

細砂粒が主で粘土も緻密で焼成も良好である。口緑部にゆるやかな曲線をもち, 14と同形あるい

は同一のものと思われる。

13はP37付近の水田沈澱層下出土。現高約4.5crn, ロ唇が他 とは異な り鋭い角度をもつが．エ具

によるものではな〈．回転ロクロによ って整形している。底部からの立ち上り断面はするどく内

弯する 。10と同形と思われ他のものにみられない特徴である。色調は内面が黄白色，外面が暗褐

色で．外底部が褐色である。全体回転ロクロ整形であるが，細砂粒が左から右へ動いてお り，右

廻回転ロクロである。切 り離しは糸切 り手法による。

14はE溝底部よ り出土。現高約4cm, 色調は内外とも黄白色で，胎土は祖砂粒大のものもみら

れるが． 細砂粒が主て緻密で焼成もよい。13にくらぺ全体的にまるみをもつ塊である。外体部は

指によ り静止状態でなでてお り． ロクロ目を消 しているが．雑なため横位に走る ロクロ目を完全

には消していない。内底面に イネ科植物の茎と思われる圧痕がある。

15はC溝内出土碗底部。色調は黄白色で整形は回転 ロクロを使用 している。切 り離し手法は糸

切り で．糸切り 痕をみると撚 りが太〈その幅も広い。13のような形の境になると 思われる。

16はP43付近出土の塊底部で．色調は黄白色．整形は右廻回転 ロクロを使用している。底部か

らの立ち上 りは13と14の中間のような形である。細砂粒が混入．底部は糸切 り手法によ り切 り離

したのち．底緑部をヘラ状工具でつぷしている。

17はP20黒色埋積土中よI)出土。色調は内外面とも黒。底部に径約0.3cm, 長さ約0.8cmの断面

円形の鉄片が2個混入されている 。その状態よ り意識的に入れたものではな〈， また鉄片は加工

品であ り．ロク ロによる製作過程以前に混入したものであろう 。このため糸切 り痕は．鉄片が顔

を出 しているところで乱れている 。内底而は中心がふくらむ。

18は須恵器 破片．大館地方に普遍的にみられる青灰色の硬くしまった。焼成の 比較的よいもの

で．外文様はタタキ文である。

以上．出土土器は南側埋めたての埋梢土中よ り出土した縄文土器を除けば、その大部分は土師

器であ ＇）、その器形は」lll, ± 宛である 。

皿のうち 1・ 4・6は．体部が反るが．その形は一様ではな〈 .1は口緑部で著し〈外へ開き，4

は（木下部でするどく外反し， 6は底部からの立ち上 りの角度のまま 口緑まで延ぴている。2は底部
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からの立ち上りがあまりなく，器内の
深さが他にくら ぺす〈ない。

3・5は，体部が少し内弯するような形で
あるが， 5は口緑部でわずかではある

が外へ開〈 。5は

他の皿よりやや器内が深い。 8・9・10・1
1・12は碗口緑部であるが， 8・9は口緑部

と体部を段 をもっ

て画し，体部は指によっ てロクロ目が
消されている。10・11はその段の部分が

I())るやかな曲線と な

っており， 11には 8・9同様体部に指に
よるナ デ痕がみ られる。13・14は， 全体

の断面がわかる例で

あるが，体下部と，口唇部に顕著な違
いがみられる。口唇部におい ては，

14は他と同様丸みを も

ったものであるが， 13はロ クロ成形時に
意識的に口唇部内外をはさみこみ，鋭

い角度をも つ断面

山形の口唇部をつくりだし ている。体
下部も， 14は底緑から口緑部ま で，ゆ

るやかな曲線を描く

が， 13は底部から立ち上った器壁が，い
ったん横に延ぴてから上に あがる形で

，体中央部 と体下

部にかなりの角度をもつ器壁である
。

2. B区トレンチ調査（第 4図）

B区はま ったくの未調査区である。地
形測量図作成の際の測量杭に沿っ

て aトレ ンチ (2m X 

10m), bトレンチ (2m X20 m), 
cトレンチ (2mX26m)の 3本のト

レ ンチを設定，のちに

cトレンチ西側にc'トレンチ (2mX
16m) を設けた。

aトレンチ北東部に粘質黄色土三和土，
bトレンチ東南部にも同様の三和土を検

出， a・b間

に三和土遺構の存在を確認， b I、レンチ
ではさらに， 三和土遺構の西側に

，北北東～南南西へ延

ぴる溝遺構を検出，第 4次調査で精査
を行うことを決定した。

cトレンチ北側に東西に延ぴる掘
り込み遺構を検出，そこで cトレ

ンチ西側に c'I、レンチを拡

張した。掘り込み緑は C'c'トレン
チ東・西外に延ぴる。掘り込み縁線

北側地山上で標高124.028 

m, 掘り込み壁直下床面で標高122.
888111を測り，おおよそ1.14111の深さ

である。掘り込み埋積土

中およぴ掘り込み床面，床面直上
の炭灰層から多数のカワラケが出

土した。逍構＇遺物の詳細は，

第 4次調査の項で述べる。

V 第 4 次調査

第3次調査でB区に確認された溝を伴
う枯質黄色土三和土逍構の確認調

査。第 1次調査で仏殿

跡と想定された礎石建物 (C建物）の北
側およぴ東側の確認調査。C建物の東南

部に検出された

掘り込み逍構の確認調査。 G区円丘
状遺構の確認調査を行 った（第 4・1

1図）。

1. B建物跡（第12・13図）

第 3次調査で確認された三和土状遺構
部分の全面調査を行い，溝を伴う

土壇状逍構を検出した。
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土壇状逍構の規模は東西か 6-6.8m, 南北は南端部未検出で現況は約
16.5mをiHIJる。土壇状遺構

の東・ 北・南側に開口幅0.7-lmの溝をめぐらす。

土壇伏遺構は南に向って緩傾斜する地山（サラサラした黄白色ロ
ーム層）を基盤に，北側四分

の一ほどは地山面をそのまま，残り四分の三には地山上に軽石粒
・小砂礫を混入した黒褐色土を

13-ZOcmほど盛り， その上を軽石粒• 砂礫粒を混入した堅く叩きしめた黄色土で整地（堅緻面）

している（第13図）。

整地堅緻面上か らは大小21コの ピッ トが検出 されたが，建物プランは
確認できなかった。東南

側で検出した 2コのピット埋積土に円形の柱痕を確認 した（第12図，
図版8)。

土壇状遺構の層序をみるためはぼ中央に東西方向の小トレンチを
設定した（第12図A-A', 第

13図）が， 東溝下に粘質黄白色土，青灰色粘土層に突き込まれた松材
の柱を 2本検出した（第13

図，図版 9)。土壇状遺構に先行する柱である。

土壇状遺構は建物を建てるためのもの（おそら〈は東南側で検出
された柱痕と判断できるピッ

トの存在から，掘立柱建物と考えられる）で，溝はその建物の雨落
ち溝であろう 。

西側溝はぼ中央部（第12図x印）から図版31-3の白磁碗片が出土した。 12世紀中国南方（
福

建省と推定 される）の製品である。

2. C建物跡（第12・14図）

第 1次調査で東面する南北7間x東西 6間の仏殿跡と想定された礎石建物である。第2・3
次

のA区調査で礎石建物に先行する掘り方掘立柱建物が確認されたため，
礎石の残っている C建物

北側部分におい て礎石下位逍構の確認と C建物の周囲遺構の確認のた
め調査に入った。

第 1・2列 (a-g)の礎石の保存度は良好で礎石下の根石も堅固に残
されていた。礎石の据え

方は，浅い鍋底状のピットを掘り，根石をそこへ叩き敷き，その
上に礎石を置いている。第 3列

では3aが浅いピッ ト， 36・3gが浅いビッ トと根石の状態で検出された
。前述したように第 1次調

査報告書では3-c・d・eに根石遺構が残存しているが，今次調査では
根石およぴ浅いピッ トとも

検出できなかった。 4a・46にも浅いビットと根石が検出 された。 5aの位
置には遺構はみられない。

5a東側に a列柱通りからずれて径60-70cm, 深さ40cmの ピッ トか検出
されたか， これかC建物に

係るものかは不明である。 56の位置には浅いピットが検出された。第
5列の南側にはピット，根

石等の逍構はみられない。ま たla・1b間に 3コ， la・ 2a間に 2個の扁
平な河原石が柱通 りに検出

された。第 1次調査では1a・ lb間の東側と西側の 2コだけが確認されて
いる。

c建物の東・北・西側に，礎石・根石からはぽ1.3mはど離れて溝が検出された。 北溝は
台地甚

盤である風化玄武岩を掘って，束・西溝は地山である黄色土ロー
ムを掘って構築されている（第

14・15図）。 C建物の雨落ち溝であろう 。西溝は第 3柱列目以南は壁面が
東西に広がり判然としな
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第15図 C建物雨落ち溝断面図
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い。東溝は第五柱列目 から南へ約 2mほど延

ぴているのは確認できたが，第 3 次調査 C•

c'トレ ンチ北側で確認された掘り 込みの縁線

と接する地点で消失する。東溝延長上に 4本

の小トレ ンチ (h・i・ j・k)を入れて溝断面

の追求を行ったが検出できなかった（第14・

16図）。この結果だけからは，東溝を掘り込み ・

l 

遺構が切 っているとも考えられるが，後述す

るように，溝がC建物の雨落ち溝であるとす

ると第 5次調査の結果とは大きく矛盾するこ

とになる。

2 C礎石下根石中から須恵器系甕破片が，

d・e柱列間延長上の北溝北壁には りついて

須恵器系（珠洲陶器であろう）鉢破片が出土

した（第17図）。

2d・3dの柱通りはぽ中央に，径約65cm,深

さ約65cmの円柱状の ピッ ト （第 1号ピッ ト）

が検出された（第18図）。埋積土は人工的な埋

め戻し状況を示してお り，開口部西寄 りに35

X25Xl4cm大の大きな河原石が据えられてい

゜
5cm 

Ilg ー ー ー
mo 

k
 

I ---'---
Na h' 
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ITIE 

II 

II根痕

IV ー／~'

゜
lM 

n・・・・・・...黒色土
Ilg .. ・・・・小ロームプロック龍入熙色土

mo-…・・暗褐色土
IIIDb・ …砂質暗謁色土

nlE・・ …•黒褐色土
in Ea …枯質黒謁色土
IIIE f ・・・ロームプロック混入黒褐色土

VI b……砂質黄色土

IV o……角蝶混入煎色土
Vlq ……黄色土（ローム）プロック堆惰土

IVE・ …,•黒択色土

IV Da ・ ・・枯質暗黄色土

nl""""'軽石

第16図 C建物東溝の南側延長線上の土層観察断面図

第17図 C建物跡2c根石出土須恵器系掬器破片(1)と北溝中出土須恵器系掏器
鉢破片(2)
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--
る。 C建物の桁行中軸線上にあり， C建物鎮壇具の

・埋納穴かとも考えられるが， ピット内から遺物はま

ったく検出できなかった。

土

3. 掘り込み遺構（第11・19図）

c建物の南東部， B建物 との間に， 1.2-0.2mの

深さに掘り込まれた，貼床，焼土，柱穴， 壁下の溝

を伴う竪穴状を呈する遺構であるが，未だ全容を把

握できないので「掘り込み遺構」と称しておく 。

遺構は B・C区にまたがり，掘り込み面は現況で

北側にだけ確認されている。掘り込み壁面は，東側

にむかって漸次床面との比高差が低〈なり，南にゆ

る〈カープを描く 。竪穴状遺構とすれば北東隅部に

あたるものか。西側ではさらに西へ延ぴて C建物基

盤面の下位に入り込む。その確認は次年度に行うこ

ととした。

今次調査では B・C区間に土層観察用土手を残し

..!{_ 

A L =124,600 L 
vacc 

゜
)M 

11・・ ……照色土 IV Da・・ …・粘質暗黄色土
Ill ・ …・・軽石粒混入照色土 IVE・ …••黒黄色土
MO……暗褐色土 VIIlCG・・・黄白色枯土
IIIEf ・・・ロームプロック混入黒謁色土
IVq…・・・黄色土（ローム）プロック

第18図 第 1号ピット実測図

（第19図 B-B'ライン），さらにそれに直交する土層観察用土手（第19図A-A'ライン）を設定し

た。よって調査は土層観察用土手を介在して北西部 (I区），北東部 (II区），南東部 (III区），南

西部 (N区）の 4プロックに分けて実施した。

(1) I区調査

前述したように 1区は C建物の延長上にあたり，特にC建物東溝と掘り込み緑線の交差状況の

確認か困難なため，今後の調査・研究を考えて調査は C建物基盤レベルで掘り下げを止めた。よ

ってその下位の掘 り込み逍構につい ては未調査である。

(2)II区調査

第 3次調査 c・c'I、レンチで床面まで確認調査を行った地点を含む。掘り込み縁と壁下床面の

レペル差は，西側で標高124.125mと122.888mで比高差1.237 m, 中央部で124.034 mと123.091m

で0.943m, 東側で123.834mと123.099 mで0.735m, 最東南端で123.331mと123.130mで0.201

mと東にむか って漸次比高差が小さ〈なる。

咄直下西側に幅35-40cm, 床面からの深さ 15cmはどの溝(a溝）と，それから南へ30-50cmほど
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離れて幅40-70cm, 深さ 20cmはどの溝(b溝）の平行する二本の溝が検出されたが， 8-8'ラ
イン

の土層観察からは， b溝を埋めた黄色ロームプロックを混入する暗褐色土が堆積し た後に
， a溝

を掘り込んだ様子が知られる (2次的掘り込みか）。a溝底には砂質の黄色土が沈堆し，その上
位

に黒色土，黄色ロームプロックを含む暗褐色土，黒色土と溝状を呈して互層堆積している
。

西南部には粘質白色土（灰力）と炭と焼土の互層が 2-3枚づつ重な っている。この焼土互
層

の北側にも溝 (C溝）が検出された。

東南部床面には径3.4m, 深さ30cmほどの円形竪穴が検出され，その埋積土である粘質黒色
土

中から，第39図ー13, 図版38-12の縄文時代後期の小形の台付土器が出土した。この竪穴は
当該

遺構に先行する縫文時代後期竪穴であろう。

床面からは大小12コのピッ トが検出されたが，大ぶりのピットは深さも30-50cmほどあり，
掘

り込み逍構に伴う柱穴と考えられる。

(3)田区調査

m区内の西側には粘質の白色土・黄色土を堅〈 叩きしめた貼床が，東側には軽石粒・小砂粒を

混入する黄色土を堅く叩きしめた堅緻面が同レベルでみられるが，ほぼ中央部には南北
方向に幅

2m内外で貼床・堅緻面がみられない黒色土だけの広がりがあった。この黒色土を掘り下げると
，

北側で標高122.693m,中央部で122.464m, 南側で122.084と漸次南へむか って傾斜する砂
質黄

色土面（地山かあるいはその直上層と考えられる）があらわれた。この掘 り下げ面の東
・西壁面

をみると，貼床・堅緻面は黒色土上に 3-5 cmの厚さで構築されている ことか判明した。東
側の

竪緻面はさらに東側の B区， B建物西側の軽石粒• 砂粒を混入し て堅く 叩きしめた黄色土層（第

13図）に連続するものと考えられる。

西側貼床の北側に幅1.5mはどの範囲で焼土遣構がみられる。また南側では，貼床が10cmはど
の

段がついて低〈なる。南側の低い貼床面は北西部に張り出し状を呈し，西側には浅い溝
が付設す

る。これが別遺構なのか，同一遣構内での区画（例 えば使用目的別とい った）なのか現況
では速

断できない。

西側貼床上からは 3コのピットが検出された。いづれも開口部40-65cm,深さ30-40cmのし
っ

かりしたピットで，貼床遺構に伴う柱穴であろう。内 2コは南側の一段低くなる貼床面にある
。

西側貼床の東縁（前述した幅 2mはどの黒色土面との境）には，大小50コはどの河原石が検
出

され， それらのいくつかはカワラケの上に位置している。

焼土上 ・貼床上からは多〈のカワラケと 2片の白磁椀破片，小片の皿口緑と須恵器系陶器か出

土した。これらについては後述する。

東側堅緻面には溝・ピット等の遺構は検出できなかった。
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J1afln ...... 黄色ロ ームプロック ・軽石粒・砂礫

混入粘質黒色土

[lbgl ...... り・黄色ロ ームプロック・軽石粒混入

砂質黒色土

[§J .. い・・・・・・黄色ロ ームプロック・褐色ロ ーム
プロッ クを混入して堅〈 叩きしめ

た黒色土

11g ......... …黄色ロ ームプロック混入黒色土

Ilg! ........... ・黄色ロ ームプロッ ク ・軽石粒混入

黒色土

IT ii ......... ・.. 黄白色ロ ームプロッ ク ・砂質黄白

色土混入黒色土

・・ ・・・・黄色ロ ームプロック ・軽石粒混入

灰黒色土

lllb ............ 砂質褐色土

mo ...... … •• •角 礫混入褐色土

lllA ............ 赤褐色土

Ill Cb ・・・……砂質黄褐色土

111D ....... ・・・・・暗褐色土

Ill Dbl ……軽石粒混入砂質暗褐色土

lllDd ・・・・・・・・・ポサポサした暗褐色土

lllDfl .. …•黄色ロ ームプロック・軽石粒混入

暗褐色土

……黄色ロ ームプ ロック・軽石粒•砂礫

混入暗褐色土

nIDg .... ……黄色ロームプロック混入暗掲色土

IIIDgl ……黄色ロームプロ・／ク ・軽石粒混入

暗掲色土

IIIE・.. …•• • …黒褐色土

lllEa・ ………粘質黒褐色土

IIIEb ... ……砂質黒褐色土

IIIEfl・・・・・・・・・黄色ロームプロック・軽石粒混入

黒褐色土

阿 ..ぃ・・・黄色ロームプロック ・軽石粒を混
入して堅く 叩きしめた黒揺色土

国..… • 黄色ロ ー ムプロック ・ 軽石粒 •砂喫
を混入して堅〈叩きしめた黒褐色土

lllEj….. …•砂質黄白色土混入黒褐色土

lllE I ・・・・・・・・・軽石粒混入黒褐色土

ffiEln .... ぃ・・・軽石粒・砂礫混入黒褐色土

IV・・・・・・・・・・・・・..黄色土

田•… ・・・・ ・ ・ ・ ・・堅〈 叩 き しめた黄色土
IVb ........ …•砂質黄色土

!Vin ......... …軽石粒• 砂礫混入黄色土

IVq ・・・・・・・・・・..黄色土プロック

IVD …・ ・・・・・・・・暗黄色土

IVD(1) .... , .. …砂質灰白色土を多祉に混入する暗

黄色土

TIFgl 

111D fln 

ND①・・・・・・…軽石粒を多量に混入す る暗掲色土

Va….... …・・粘質白色土（灰力）

Ve! .. …….... 軽石粒混入のサラサラした白色土

VDp ............ 焼けた砂

VDF ............ 灰色砂層

VDK ............ 褐色砂層

VIl]p ・・・・・・・・・・・・焼けた粘土

IX・・・・・・・・・・・・・・・焼土

IXa .......... ・・粘質赤色土
x ............... 炭
mo+ rr ... …暗褐色土と黒色土の混合土
N+II………黄色土と黒色土の混合土

Nbfl + II・・・…黄色ロームプロック・軽石粒を混
入する砂質黄色土と黒色土の混合

土

郎 In+II… ・ ・・軽石粒• 砂礫を混入する砂質黄色土

土と黒色土の混合土

w+rno .. …•黄色土 と暗掲色土の混合土
Va+X ……粘質白色土と炭の混合

Va+IX+X .. ・粘質白色土と炭と焼士の互屈

第19図 掘 り 込み遺構実測図
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(4)N区調査

北東部に焼土遺構，東側にIII区同様の貼床面が検出 された。その西側は軽石粒 ・小砂粒を含む

堅〈 叩きしめられた黄色土面が同レペルで連続し，その上位にはうすい炭層がみられる（第19図，

A-A'土層）。南側に幅10-30cm,深さ 10cmの溝 (d溝）が検出され，その西端の貼床西縁部に35

X25X 15cm大の扁平な河原石が， d溝上に橋状に罹かれている。その北東に接し て，北東から南

西に傾斜するピットが検出された。

(5)掘り込み遺構の全体像

掘り込み遺構の北側壁面は調整がなされ，壁直下に溝がみられる ことから人工的施設と見i故し

てよい。床面は北側 (II区）は地山であるが，地山は南に傾斜し ているため， 地山上に堆積した

黒色土上に枯質の白色土と黄色土を堅く叩きしめた貼床を構築している 。

床面には比較的大ぶりで深いピットか検出された。 これらは柱穴と考えられ，中には柱筋を想

定できるものもあ り，上屋の存在 を考えてよい。

調査範囲内ではあるか，床面ほぼ中央部に東西約 5m, 南北2.5mの長方形の焼土遺構を検出，

焼土面・貼床面からカワラケ・白磁椀破片・須恵器系陶器片が出土していることから生活跡と考

えら れる。 m区東側堅緻面にピット等の遺構がみられない こと，東側堅緻面との間に貼床面を確

認できない幅 2mほどの黒色土帯がみられることから，生活跡範囲は西側貼床面東縁を限界とす

るものかも知れない。

掘リ込み内埋積土の状態は，人工的埋め戻しの様相を示す黄色土（地山）プロック混合土が全

体にみられ，層間に軽石粒・砂礫を混入した堅く叩きしめた層が介在する。

掘り込み遺構と東側にある B建物は，前述したように， [II区東側堅緻面と B建物外西側の軽石

粒• 砂粒を混入して壁〈叩 きしめた黄色土面が連続すると考えられ， B建物外西側のピット（第

2号ピット）開口部と， II区の縄文期竪穴に切り込んだピットの開口部から出土した須恵器系猥

破片か接合した（第19・20図，図版35) こと，そ してB建物雨落ち溝がB建物西側の堅緻面から

掘り込まれていることから， 同時期に存在した可能性がきわめて高いといえる。

4. 出土遺物

第3次調査 B区トレンチ調査出土逍物，第 4次調査出土逍物をここにまとめて記述する。な お

磁器片については図版も参照にしていただきたい。

(1)第 3次調査 bトレンチ出土逍物

第21図は bトレンチの埋積土中 (bI、レンチ南端部土壇状遺構西溝寄り付近からの出土である
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10cm 

第 2号ピッ ト開□部（上）と II区ピッ ト開口部（下）出土の須恵器系陶器破片

第21図 第 3次調査 bトレンチ埋積土中出土須恵器系鉢破片

出土層を確認する前に作業員によって取 り上げられてしまい，出土状況の詳細不

明）出土の須恵器系鉢の口緑部である。口唇部が幅0.8cmの平緑で，口縁断面は口唇が外へ張 り出

す。 ロクロ成形で体部内面は比較的平滑であるが，外面はロ クロ目に平行して波状の大きな凹凸

がみられる。内面に幅 3mmほどの無秩序な擦痕が数条みられるか， 文字・記号等を確認すること

はできない。胎土は緻密で微細な混入物を含む。焼成は良好で灰白色を呈する。内面に摺目はみ

られない。 12世紀から13世紀初頭の珠洲古窯の製品であろう 。
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図版31-3は，白磁碗底部である。内面見込みに一条の沈線をめぐらす。外面体部には施釉さ

れ，底部は地のままである。底面は縦位に 4mmはどの幅で底中心にむかって放射状の面取 りかさ

れている。 12世紀の中国南方（福建省と考えられる） 地方の製品である。

(2)第 3 次調査 C• c'トレンチ出土遺物

第22図は第 3 次調査 C• c'トレンチ内の埋積土層の 中位層にあたる黄色ロームプロック・軽石

粒を混入して堅く 叩きしめた黒褐色土（第19図―匝王月層）下の埋積土，およぴ掘り込み遺構床

而と火床上出土のカワラケ類のうち，形状の判明するものを図示したものである。なお匝王:ill層
上位の埋積土中からもカワラヶ破片は出土している。

＇ 

第 1表 第22図の計測値と要項
（単位 ：cm) 

番号 器 If~ 成形 ロ径 底径 器裔 色調 焼成 胎 土 特 徴・備 考

1小 1111ロクロ 1.7 暗黄色 良 柵砂粒混入

2 小皿 ロクロ 2.1 白黄色 良 細砂粒混入

3 ,J、 1111ロクロ I 9 黄褐色 堅散 細砂粒i屁入 底部立ち上り部に糸引痕

4 小 1111ロクロ 8 1 6 3 1.9 黄白色 良 細砂粒混入 ロ緑断面が鋭角な頂部を形成

s ,j、 1111ロクロ 8.4 6 3 1.8 灰白色 昭．散 棚砂粒混入 器堕が内湾ぎ．み，全体に九い感じ

6 ,)、 1Il1ロクロ 8.4 6.4 I. 9 黒灰色 昭撤 細砂粒混入 器唸が内湾ぎみ、全体に九い感じ

7 ,Jヽ 1皿 ロクロ 8 S 6.0 1 8 暗謁色 昭散 細砂粒混入 器堕が強〈外反，焼成・器形から全体が面い感じ

8 小 lTilロクロ 9,8 7 I I 8 明褐色 昭緻 細砂粒微饒混入 No. 7同様，内口棟一部に媒付着

() ,)、n[手ず〈ね 2 1 黄白色 良 細砂粒混入 体上部横ナデによ り中央に強い稜がつ〈

10 小 1皿手ず〈 iJ I 9 暗黄白色 良 細砂粒混入 体上部横ナデにより中央に九い稜がつ〈

II 小 皿 手ず〈 b l 9 黄白色 良 細砂粒混入 底内而ハヶ目，次に体内面横ナデの工程

12 小 1lil手ず〈 b 9.6 8 4 2.0 前白色 良 細砂粒混入 Nnll同様、成形工程で口桟半周はどが受け口状を呈？

J:l 小 )ffi手ず〈 jJ 9. 7 7.4 1.8 黄白色 良 細砂粒混入 Nnl I同様，体外面の体部と底部境いに稜を形成

,~ , J 、 111l 手ず〈 b 9.4 7.a I. 9 暗黄白色 良 細砂粒混入 Nu! I同様、 Nul4同様強い稜を形成

IS nn ロクロ 4. 7 黄 JI/,色 良 細砂粒混入 よ〈桔製された胎土を使用

16 皿 ロクロ （推）13 6 7 6 4. 2 黄白色 良 細砂粒lit入

17 皿 ロクロ 13 9 8 8 4 6 黄白色 良 細砂粒混入 底部台状、内而全体に黒斑，口唇一部に媒付箔

18 llll 〇クロ 13.1 7 7 3 8 暗黄白色 良 細砂粒混入 Nu!? 同様 底部に台状を強〈登識して成形

l!l m1 手ず〈ね （推）15.6 （推）14 .8 2.9 黄白色 良 細砂粒混入 底内而ハヶ目、体部1黄ナデ。内底面に媒が多猜に付培

20 llll 手ず〈 /J（推）la 4 (j佳）14 .2 3.a 黄掲色 昭檄 微砂粒（胎土内） No.19同様胎土は桔選されている

Fず〈ね成If紅土器の底径は丸底状のため，（木部横ナデと底部ヘラ調整の境界線をJ,!s準とした。
表中（惟）とあるのは惟定計湘l値を示す。

No. 6・14・19・20か掘 り込み床面およぴ火床上， その他 は埋積土中出土のものである。

器形は大きく 小皿形 と皿形に分けられ， それらはそれぞれ， ロクロ成形と手づくね成形に分け

られる。それらはまたニ ・三の亜形に分けられそうである。詳細は後述する 。
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第22図 第 3次調査 C'c'トレ ンチ出
土逍物実測図
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第23図 第4次調査掘り込み埋積土中出土遺物実測図

(3)第4次調査掘 り込み埋積土中出土遺物

第23図は第 4次調査掘り込み埋積土中 (Ill・N区）の黄色ロ ームプロック・軽石粒を混入して

堅く 叩きしめた黒褐色土 （第19図一世圧団層）下の埋積土から出土したカワラケ類のうち，形状

の判明す るものを図示し たものである。なお匝旦］］層上位の埋積土中からもカワラヶ片は出土し

ている。

第2表 第23図の計測値と要項

番号 器： If~ 成形 口 径 底径 器裔 色調 焼成 胎 ± 特 徴 ・ 備 考

I 小 fill ロクロ 8.5 6.5 1.9 黒灰色 略緻 細砂粒混入

2 ,j、llll ロ ク ロ 8.0 5 5 1.9 黒灰色 昭緻 粗砂粒混入 器If;・器高のゆがみ（焼成によるか）が大きい

3 小 fill 手ず〈ね 10.3 8.3 2.3 黄白色 良 粗砂粒混入 内底而ハヶ且その上を（木部横ナテ・

4 4、Illl 手ず〈ね 9.1 7.8 I 9 黄白色 良 細砂粒混入 No. 3同様口唇断面は鋭角な頂部形成

5 小 ffil 手ずくね 8.6 6 8 I 7 賀l、1色 良 微砂粒 No. 3同様胎土精製

6 4ヽ Im 手ず 〈ね 10.2 8.3 2 ,6 灰白色 良 微砂粒 No.5同様，（本部横ナデ成/fj時の器墜の凹凸

7 ITll ロクロ 14 .0 8.2 4 2 乳l'I色 良 粗砂粒混入

8 1111 ロクロ 13 2 7 ,4 3.8 黄白色 良 粗砂粒混入

， fill 手ず〈ね 14. 7 12 2 3.2 黄白色 良 粗砂饂比入 内底面ハヶ目の後， （本部横ナテ・

（単位： cm) 

手ずくね成If~十．器の1氏径は）し1迅1人のため，（木部描ナテと底部ヘラ調柊の境界線を店準とした。
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第25図 掘り込み遺構床面直上埋積土中出土の日磁碗底部

゜
5cm 

第24図掘り込み遺構床面焼土遺構出土磁器

10 20cm 

第26図 掘り込み遺構床面焼土上出土須恵器系猥破片

(4)第4次調査掘り込み床面上出土遺物

第4次調査掘り込み遺構床面上からは白磁碗口緑部，皿口緑部，須恵器系陶器体部破片，カワ

ラケが出土した。

第24図ー 1(図版31-4)は，一部に黄褐色を呈する白磁皿の口緑部小片である。2(図版31-1) 

は床面焼土上出土の白磁碗口縁部である。破片は二つでそれが接合できた（出土地点は第19図参

照）。現況で器高5.3cm,幅3.5cmの小破片である。口緑は肥厚した玉緑口縁で，玉縁直下に微隆線

が一条めぐる。口縁内面には細い浅い沈線が一条めぐる。 12世紀，中国南方産（福建省と考えら

れる）の製品で， B建物西溝中出土の白磁椀破片と同類である。

第25図（図版31-2)は南側床面の直上埋積土中，砂質灰白色土を多量に混入する暗黒色土（第

19図， 8-8'ライン， NDR)層より出土した白磁の高台付碗底部である。内面には重ね焼の痕

跡かみられ，内面器壁立ち上りから外面高台上位ま で施釉されている。第24図と同様の12世紀の

製品である。
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第27図 第4次調査掘り込み床面上およぴ焼土上出土遺物実測図

第26図は，掘り込み逍構床面焼土上出土の須恵器系陶器体部破片である（第19図⑱の位置）。外

面は幅 4cm内外， 12-14条の叩き痕が，右下→左上，右上→左下にむかって施こ されている。こ

の工程は右ききエ人の場合，甕の右斜上位から右下→左上の叩きを行い。甕の左斜下位か ら右上

→左下の叩きを行ったと考えられる。 内面は径か 1-1. 5cm大と 4.5-5 cm大の円形の痕跡が器面

全体にみられ，その上から横位・ 斜位にハケ状痕か走る。色調は青灰色で，胎土に粗砂粒を混入，

焼成は良好である。

第27図は掘 り込み床面上およぴ焼土上出土のカワラケである。第27図No.1 -No.11のカワ ラケは

第19図床面上のNoを記入した地点か ら出土したものである。 No.1 -No. 5はII区焼土面北東部， No
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第 3表 第27図の計測値と要項

番号 器形 成形 ロ径 底径
器高 色調 焼成 胎 土 特 徴・ 備 考

1 小 lil1ロクロ 7.9 6 2 2.2 明掲色 堅緻 粗砂粒
混入 内底面立ち上り部に重ね焼成の残滓付

着

2 小 llll ロクロ 8 5 6.0 2 0 暗黄白色 良 細砂粒混入 内面に斑状に媒付着

3 小 illl ロクロ 8.6 6. 7 2.0 明福色 不良 細砂粒
混入 指でこずると胎土粒が付着する。全体に

磨減

4 小皿 ロクロ 7 8 6.2 2.2 黄褐色 堅緻 細砂粒
混入 一部に黒斑

5 小皿 ロクロ 8. 1 5.9 2 0 黄褐色 堅緻 細砂粒混
入

6 小皿 ロクロ 8.6 6 ,4 2 1 乳白色 良 粗砂粒混入 ロ緑一部に媒付着全
体に丸い感じ

7 illl ロクロ 13. 7 8.0 4.0 暗灰白色 良 粗砂粒混
入 黒斑（第 1次焼成）

8 fill ロクロ 13.7 7.9 3.7 質白色 良 Ill砂粒多麓i枯入 内底面中央凹み

， 皿 手ずくね （推）14 7 3.9 明黄白色 良 粗砂粒混入 内底面ハヶ目，のち（本部横ナデ

10 皿 手ずくね 15.2 7 5 3. 7 暗掲色 堅緻 細砂
粒混入 ロ枝に受け口状の段がつ〈、内底而炭

化物付着

11 皿 手ず〈ね 14 8 7 8 3 5 黄灰色 良
微砂粒 梧製された胎土，器If~·胎土からやわらかな感じ

（単位： cm) 

表中（推）は推定計iJII)値
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第28図円丘調査全体図
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I] .... ・ ・・・・・・・・ • • 黒色土

Ila ............ 枯竹黒色土

llo .... ……••角 礫混入黒色土

m・・・・・・・・・・・・・・・褐色土
mo ... ……• ・・角礫i昆入褐色土
01..¥ ............ 赤渇色土

nIB ............ 明掲色土

mo .... ・・・・・・・・暗褐色土
moo ... ・・・・・・角礫混入暗褐色土
mE ....... ・・・・・黒褐色土

VI・・・・・・・・・・・・・・・黄色土

Nb ........... 砂質黄色土

苅 ・・ ……•・・・・・・風化して暗赤色化した玄武岩（地山）
アミかけは甚牲の風化玄武岩体で円丘の基舘
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第29図円丘断面とビット実測図
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10はM区焼土面南東部， No.6 -No. 9・Nol 1は貼床東縁中央部の出土。

5. G区円丘調査（第 2・28・29図）

東西約45m, 南北約40m, 比高約 5mの円丘状を呈し，地元では「藤原藤房卿の墓」 ではなか
毀註14

ろうかと伝えられてきた。 円丘の頂部から南側中腹にかけて幅約 4m, 長さ約13mの盗掘坑が掘
※註15

られているが，いつ，誰が掘って何が出たかは不明である。

今次調査は円丘頂部を東西約14m, 南北約 9mの範囲で行い， さらにその南壁沿いに幅0.7m, 

長さ 17mのトレ ンチを円丘東側に設定して土層確認を行った。

結果は，円丘基盤は風化（酸化）した暗褐色の玄武岩体で自然丘であることが判明した。

円丘頂部からは 3コの不整形ピットが検出されたか， これは人工的掘り込みではな〈，風倒木痕

等の自然営力によるもので，埋積土も自然堆積の様相を示す。

調査区内からは遺物はまったく出土しなかった。

以上の結果から，円丘面には人工的施設は何んら認められなかった。ただ し、盗掘坑の位置に

施設があったとすれば破壊を受けてしま ったと考えられるが，村には何かが出土したという所伝

は，先にみたとおりまったく伝わっていない。

※註14:註 3に同じ。

※註15:註 5『矢立廃寺J 研究の手引き。

VI 第 5次調査

C建物南側全体， D・E建物の南側柱列 を確認しながら D・E区の中央部のトレンチ調査，お

よぴF建物の礎石列確認を行った。

1. C建物跡（第30・31図）

C建物の南側柱痕列の確認，およぴ掘り込み遺構の西側延長部の確認を行った。

第 1次調査で想定された 7間分（第 8柱列）までの範囲の表土を排土し，第 4柱列 (4c・4<l・

4 f・4g) と第 5柱列 (5d・5e)に根石を確認。根石確認面で第 8柱列分まで精査したが，外に根

石 ・掘り込み等の施設は検出できなかった。

そこで柱通 りに幅25cmのトレンチを設定，断面でその痕跡を追ったが，確認できた第 4・5柱

列根石のはかは，断面に掘り方も検出できなかった。よって C建物は第 4柱列ないし第 5柱列が

南限の建物である。

第5柱列の5c・5f・5gに礎石下部施設の痕跡か検出できなかったことから，第 5柱列を南限と
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する積極的根拠は見出せない
が，掘り込み遺構を確認する

ため掘り下げた 5・6-c・cl・
e間の C

・cl土層断面に， 5c・5dからそ
れぞれ1.3mはど離れて溝遺構

が検出された（第31図D-D'ラ
イン，

図版 19-(1)は c-5·6 ライン， 19-(2) は d - 5•6 ライ ン東 IWJ, 1 9-(3) は d -5•6 ラインの西側 。 e 

-5・6ライン東側には検出で
きなかった。）こと，第 4次調

査で56に浅い掘り 方がみられた
こと，

5g整地面下に厚さ20cmはどのロ
ームプロック混入の堅く叩き

しめた暗褐色土か台状にみら
れる（第

29図Aーバライン5g下） こと か
ら，¥肖極的・傍証的ではある

が，第 5柱列がC建物の南限で，
C 

建物は東西（桁行）6間，南
北（梁間） 4間の南面する建

物と考えられる。

2. 掘 り込み遺楕（第30・31図
）

4・5・6・7 -c・ d・ e区を掘り
下げ掘り 込み遺構を追求した

。その結果， 5・6-c・ d・e区
北

側 に，掘 り込み緑線を確認，
5・6・7-c・ d・ e区の 4区画

を精査した。5・6-c・d区を
V区，

5・6-d・e-区をW区，6・7-
c・d区をVII区， 6・7-d・e区

をVIll区として，各区ごとに記
述する。

(1) V区調査

V区北側に東西に延びる掘り
込み緑線を確認，掘 り込み

面は東側で標高123.691m, 中
央部で

123.799m, 西側で123.812m
を測り，掘り込み壁下床面で

は，中央部で標高が122.842 m
, 西側で

122.855mで比高差は0.957m
と，ほぼ95cmはどの段差となる

。

掘り込み床面は粘質 （水分
が多いためと考えられる）の

黄色土で地山 である。壁下か
ら0.5-0.7

m離れて壁に平行する小 ピッ
トが3コ検出され，東端のピッ

トを境に西およぴ南側は一段
低〈な

る。

V区東壁と 西壁の上位 に5c・
5dから1.3m離れて東西に延ぴ

る溝遺構断面を確認した。
ともに

整地層土が流れ込んで溝を覆
っていたため，平面では土の

色別は困難であった。

埋積土中よりカワラケ破片が
層位に別なく多量に出土した

。

(2) VI区調査

V区から延びる掘 り込み遺構の
壁をVI区北壁に検出。床面の標

高は，北側中央壁直下で123.0
87

m, VI区中央部で123.045m,
南側中央部で123.068 mを測る

。

床面は V区同様。 北壁直下と
，壁下から約0.7m離れて， v区同様の

小 ピッ トを検出。東端ピッ

トには現存径 8cmはどの打ち込
みによる柱根が残っていた（

図版 19-4)。

東南隅に浅い溝が検出された
。

南西部からは開口部径55-70
cmの大きなピットが検出 された

。 掘り込み墜から約1.4mは
ど離

れる。
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VI区東壁上位に5dか ら1.3m離れて， I区同様の状態で溝断面が検出 された。

V区同様，カワラケ片が層位の別 なく 出土し た。

(3) VII区調査

床面はV ・Vl区同様。VII区北壁寄り に径50cm大のピッ トが検出 されただけで， 他に顕著な遺構

は検出できなかった。

(4) Vlll区調査

VI区床面東南隅の溝に連続する溝を北壁から約 1mほどまで検出o VIII区東壁中央部下に径約45

cmほどのピッ トを検出したか， ピッ ト中央には径10cmほどの柱穴か空洞の状態で検出された。ま

た4コの小ピ ットが検出 された。

Vl11区西壁下中央やや南寄 りに径 1mはどの円柱形ピット（第 3号ピット）が検出 された（第31

図E-E'ライン）。ピッ トは地山下の白色枯土層およぴその下位の青色粘土層 まで深さ約80cmほど

こ二三~~ニ□□~ ~ 三□□〗

… ーニ／
゜

10cm § 
第32図 第5次調査掘リ込み遺構埋積土中出土遺物
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ある。

第3号ピットの底部から，多量の植物種子と刀子状木製品が13片およぴ，刀子状木製品と同様

の木片が70片ほど出土した。これらについては次項で述べる。

3. 掘り込み遺構出土遺物

(I) 掘り込み埋積土中出土遺物（第32図）

第32図は掘り込み埋積土中から出土した逍物のうち形状のわかるものを図示した。

第 4表 第32図の計測値と要項
（単位 ：cm) 

番号器形 成形 ロ径 底径器高 色調 焼成 胎 土 特 徴 ・ 備 考

1小皿 ロクロ 8.2 5.8 1.6 明黄白色 良 祖砂粒混入

2 小皿 ロクロ 8,4 5.9 1.8 黄白色 良 細砂粒混入

3 小皿 〇クロ 8 8 6. 7 1. 9 暗黄白色 良 細砂粒混入 ロ緑内11111に媒付着

4 小 Jlll手ずくね 9 2 7 8 2.2 暗黄白色 良 細砂粒混入 （本部下位に外から内へ突き込みによる~L

5小皿 手ず〈ね 8.8 7 2 2.0 明黄白色 良 細砂粒混入 精製された胎土

6小皿 手ず〈わ 8.6 7.2 1.9 暗黄白色 良 細砂粒混入 器体内外面
全体にImm前後の小1)1(1)媒付着

7 小皿 手ず〈わ 9.2 7.3 1. 9 暗黄白色 良 微砂粒混入 No.6同様の媒付着

8 皿 ロクロ 13.5 8.8 4,5 明褐色 堅緻 微砂粒混入 精製された胎土

， Jill 手ずくね 13 4 6.8 3. 2 暗灰白色 良 微砂粒混入 粕製された胎土
10 皿 手ずくね 14.7 9. 9 3.0 暗黄白色 良 粗砂粒混入

内ナ而デ幅にNn広6・7同様の媒付う咋。（木部横
力(i.、

手ず〈わ成Ifた士器の底径は九底状のため，（木部横ナデと底部ヘラ調整の境界線を基準とした。

No.11は砥石である。長さ4.9cm, 幅 3cmで両面が使用 されている。手持ちの砥石であろう
。

No. 4の体下部には器体外斜め上から器体内にむかって，径 5mmの丸棒状のもので穿乳がな
され，

その残胎土が内面の孔下位に指頭で貼り付けられている。これらは明らかに成形後の工
作で，製

品として目的をも って行われたと考えられる。どのような使用目的があ ったのかは不明
である。

(2) 第 3号ピット内出土刀子状木製品（第33図）

長さ 20cm前後，幅 1cm前後，厚さ0.3-0. 5cm前後の杉の柾目材を削って，刃部と柄部を
つ〈り

出した刀子状の木製品である。ほかに同じ材料で加工の施こされていない木片か70点は ど
出土し

t・ し。

刀子状木製品は，碁本型は片側に刃を， 一方に背をつくる刀型であるカ<, No. 7は両側に
刃をつ

ける剣型である。また刃のつ〈 りは，両面から削る両刃型であるか， No.10は片側からだ
けの片刃

型である。
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第 5表 第33図の計測値と要項
（単位： cm) 

番号 図版番号 長 幅 厚 部 位位 升土I J 刃

1 36-1 20 .2 1.0 0.5 ほぽ全容，切先を欠〈 刀 両刃

2 -2 20.4 0.9 0.4 全容 刀 両刃

3 -3 16.7 1.1 0.5 はぼ全容，切先を欠〈 刀 両刃

4 -4 16.6 1.0 0.6 ほぼ全容，切先を欠く 刀 両刃

5 -5 16 .6 1.0 0.5 ほぼ全容，切先を欠〈 刀 両刃

6 -6 14.9 1.1 0.4 全容の 5分の 4,切先部を欠〈 刀 両刃

7 -7 12.9 1.3 0.4 全容の 3分の 2' 柄部を欠く 剣 両刃

8 -8 10 .9 1.3 0.5 全容の 5分の 3' 刃元・柄部を欠く 刀 両刃

， -9 10.9 1.1 0.3 全容の 5分の3, 刃元・柄部を欠く 刀 両刃

10 -10 9,8 1.0 0.4 全容の 2分の 1' 刃元・柄部を欠く 刀 片刃

11 -11 9.6 1. 2 0.2 全容の 2分の1, 切先・刃元・柄部を欠く 刀 両刃

12 -12 9.5 1. 2 0,3 全容の 2分の1' 刃元・柄部を欠 く 刀 両刃

13 -13 9.0 1.1 0.4 全容の 2分の 1' 刃元・ 柄部を欠〈 刀 両刃

この刀子状木製品については考察の項で述べ る。

また，刀子状木製品とともにビット内から出土した植物種子につい ては別項に記す。

4. C建物西南部の整地層下遺構

5·6-e·f 区西側半分， 5•6 -f·g 区， 6•7 - f·g 区（第30·3 1図）の C建物整地層下の調査

を行った。

(I) 整地層およぴ整地層下の状況

c建物第 6・7・8柱列を確認するため，柱通りに幅25cmのトレンチを設定したが， その際，

5f・6f間のトレンチ内に，須恵器系陶器破片か敷かれたように出土（図版19-(5)・(6)) した こと

から， この須恵器系陶器破片の出土状況と その下位の状況を確認する ために行った ものである。

第31図によってこの地区の土層をみると (F-F'ライ ン），地山面（標高123.312-123. 077 m) 

の上位に， 10-ZOmの原さで暗褐色の漸移層が， その上位に28-45cmの厚さ で黒色土層 （腐蝕土）

か， その上位に 6-10cmの厚さの軽石質火山礫層が， そ してその上に 4-llcmの黒色土層（腐蝕

土）が堆積し ている（図版20)。ここ までは自然堆積層 で， この地区に「掘り込み遺構」は達して

いないことが判明した。軽石質降下火山礫層は，白沢＿ 大館盆地東緑＿比内町東緑を西限と

する「大湯軽石質火山礫層」 である。
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自然堆積層上位には， ロームプロックを混入する掲色土層を主体とする，およそ 8枚はどの層

がみられるが，これらはすべて人工的な盛土整地層である（図版20)。

調査の端緒となった須恵器系陶器破片は，自然層最上位の黒色土層の上に敷かれた大ロームプ

ロック混入黄褐色土層上からの出土で（図版20-(2)), 盛土整地時の造成土に含まれて運ばれてき

たか，盛土整地時に何らかの事情で廃棄したものと考えられる。

(2) 整地層中の須恵器系陶器について

整地層中からはおよそ200片ほどの須恵器系陶器の破片が出土した。それらを整地層にそって最

上位，上位，中位，下位に分けて取り上げたが，整理接合作業の段階で，上・下位の別なく接合

でき たことから，出土した須恵器系陶器は一括資料として把握できる。

第34図は須恵器系陶器の口縁部であるが，そのすべてに自然釉（灰）がみられる。 No1 -No.10は

大壺口緑部であるが， その形態は次の 4形態に分かれる 。

I類 (No.1 -No. 4) 

器壁にロクロ挽きの際の凹凸はみられるものの，頸部肩部に沈線・隆帯がみられないもの。No.

lから順に口縁が外へ大きく開く様子を図示したが， No.4の段階で口緑はさらに開き， 口唇は斜

め下をおくまで開くようになる 。

rr類 (No.5・6) 

屑部に 1-2条の浅い沈線をめぐらし， No.4同様， 口唇が斜め下をむ〈ようになる。

Ill類 (No.7 -No. 9) 

肩部に 1- 2条の1敗隆籍をめぐらし，口縁内面にはロクロによるもの（ロクロ目）ではない明

らかな沈線を 1-2条めぐらすもの。口縁の開きは更に大きくなる。

W類

ロ緑形態はNo.4同様であるが，肩部に幅広い隆帯が付き，体部叩き，内面調整，色調，胎土と

も，前記の I・II・ ITT類と明確に区別されるものである。

第35図は体部の実測図である 。No.1 -No. 3は同一個体と考えられる 。

器表には幅 5cm内外のもの（板材と 考えられる）に15-17条の刻線を施した道具で叩 き調整が

行われている 。体中央部に横位に無文帯が幅1.5-2 cmのヘラ状工具によって施こされる。No.1は

無文帯が約 6cmはどあり，叩き面と無文帯の境に一条の縄目圧痕文がある。No.2は，無文帯が幅

の広いと ころで約 9cm, 狭いところで 6cmを測り，上位叩き面中にNo.1同様の縄文圧痕文がみら

れる 。No.3は無文帯か上 ・下位に2カ所みられる。下位の無文帯は幅約 4cmを測る。

内面は，器表無文帯と同位置に横位のヘラ調整か行われ，その上・下位は斜位に同様のヘラ調

｀各が行われている。
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第35図 第5次調査盛土整地層中出土の須恵器系陶器実測図(2)
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第36図 第 5次調査盛土整地層中出土の須恵器系陶器実測図(3)
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胎土には粗砂粒を含み， 色調・焼成・胎土とも第34図のW類口縁に類似する。

第36図は大壺の実測図である。 No.1は推定口径43cmを測る 。口緑形態はIII類に属する 。体器表

には幅 4cmはどの平板状工具に12-14条はどの刻線を施こしたエ具での叩きが，横位にあるいは

右上→左下， 左上→右下に器表まんべんなく行われている。器体内面には径4cm大の円形のアテ

（当・宛）痕が， これまたまんべんなくみられる。 No.2 -No、5とも同様の工程が行われている体

部破片である。中でNo.2は， 内面肩部に横位に器表の叩 きと 同様の痕跡かみられそれはNo.4も同

じで， アテ痕の不明瞭な部位すなわちアテギ作業の行われなかった部分にみられ，

作業以前の工程であることがわかる。 またNo.2は円形のアテ痕が体中央部までで，

それはアテギ

その下位は横

位のヘラ調整が行われている。 No.6は底部であり底部上位4cmはどまで叩き痕がぴっしりみられ

る。底径約15cmを測る。

(3) 整地層最上位層出土の四耳壺

16片の破片が出土じたが， 口緑から底部まで各部位が出土した。各部位の断面実測図か第37図

左側で， それらから図上で復原想定したのが第37図右側である。 ロ緑部折り返し。体部はロクロ

~-

ロ
ニ

〇

］
 

10cm 

第37図

\=--~-

,' 

' ... 
, .・,' 
． 

'.' 

三，•、．
,’ 

・・・・・・・~\ ( 
第 5次調査盛土整地層最上位層出土の四耳壺破片
実測図（左）と復原想定図（右）
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成形で，頸部を継いでいる。肩部には横位に橋状把手がつ〈。小片のため三耳か四耳か不明であ

るが，想定図は四耳壺とみて図示した。

体部破片 (2片）には上位から下位に 3条の平行沈線が配されている。正面にその破片の一つ

を図示したが， 3本の平行沈線が，把手下に配されるのか，把手間のどの位置に配されるのか不

明である。正面図に示した破片は正位罹に配したものではない。

器体表面全体に施釉しているが， その色調は複雑で，強い て文字であらわすとすると「やや黄

緑がかった白茶色」とでもいえる色あいである。きわめて精製された胎土である。

図上復原では，口径14cm,器高32cm,最大径が体上部にあって24.5cm, 頸部の高さ 3.5cmを測る。

5. D建物南側柱列（第30図）

D建物南側柱列は，第 1次調査時と 同様の結果 を得たか，新しい事実も確認された。南側柱 a

. b. C列に浅く掘り込んだピットに根石か検出され， d列には柱当りに径20cmはどのピッ トが検

出された（図版22-(2))。このビットは第 1次調査では確認されていない。

D建物は C建物基盤面より 30cmほど高い面に構築されている。根石は地山面に構築されている-
が，東側の段の一部断面では盛土層がみられるため， この段部の精査が必要である。段の部分に

は大小の河原石か乱雑な状想で検出された（図版22-(1))。D建物四囲の精査が））千要である。柱

間は10尺等間である。

6. E建物南側柱列（第30図）

E建物南側柱列も第 1次調査と同様の結果を得た。D建物同様に四囲の精査が必要である。柱

間は10尺等間である。 E建物西側の平坦面からはピ ットと河原石が検出されたが，建物逍構を想

定することはできなかった。

7, F建物礎石確認調査（第38図）

北側段丘崖の西部にある面坦面に，礎石が残っ ていることは古〈から知られ，明治25年頃に礎

石間を掘ったことは前述した。建物真中にその時の坑が残っている。礎石は過去の諸資料（前述

資料，註 2・3・5) によると，過去の測量では東西 3間 (9尺+12尺十 9尺），南北 3間 (9尺十

12尺十 9尺）とされて きた（前述資料）か，今次の確認調査では東西・南北が 9尺+10尺十 9尺

の建物であることが判明した。

この礎石建物についても 四周の精査か肝要である。
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第38図 F建物礎石配列図
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10cm 

第39図 第5次調査出土の縄文時代遺物(1)

8. 第5次調査出土の縄文時代遺物

盛土整地層中から出土したものである。第39図に主な土器を，第40
図に主な石器を図示した。

第39図No.l・2は円筒下層dl式土器，No.3・4・5は円筒上層 C
式土器。No.6・8・10・11・12は大

木系土器で， 6・10・11・12は中の平N式土器， 7は十腰内 I式
土器であろう 。No.13は第四次調査

掘り込み遺構II区の円形竪穴内から出土 した小形の台付土で，
蠅文後期前葉に位罹づけられよう 。

第40図は主な石器を図示したもので，石匙 (1)' 打製石斧 (
3),磨製石斧 (4), 有溝砥石・

矢柄研磨器 (5), 一方に平坦面 をもつ粘土を丸めて焼いた土
製品 (6)、7と8は，半円状の扁
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- 63 -



平な石器で孤面は自然面を残し，弦面は打撃
による

打ち欠き痕と，磨り面がみられる。弦面を利
部とす

る石器で，繊維を叩苔ほぐし，削ぎなめす用
途の道

具であろう。 9は石皿断片である。

今次調査で，第二段丘から客土したと考えら
れる

盛土整地層中から，織文時代前期末葉，中期
中葉～

末葉，後期前葉の遺物が出土したことは，こ
れまで

第二段丘上に唯一知られていた松原小立逍跡
の範囲

の拡大と時間が遡ることか確認された。

9. 盛土整地層中出土の磨石

盛土整地層中から第41図（図版26)の全面が磨
か

れた高さ8.6cm,径9.8-10.5cm大の石製品が出
土し

た。これが縄文期に属する磨石なのか，中世
五輪塔

など石造物の一部なのか判定しがたい。

゜
10cm 

第41図 盛土整地層出土の磨石
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VII 分析と 考察

1. 矢立廃寺の建物跡について

八戸工業大学建築工学科高 島 成侑

(I) はじめに

案内いただいた矢立廃寺跡は，大館市の北方にあ った。青森県との県境である矢立峠から流れ

る下内川の東岸を遡っ て寺ノ沢集落を過ぎると， 小さいなからも秀麗な山容 をみせる女神山が望

まれる。この女神山の裾を巻くようにし て流れる下内川をなおも遡ると，谷を隔てた北側に小さ

な段丘台地が広がっている。遺跡は， この段丘台地の南端の一番低い段丘上にある。遺跡に立つ

と，下内川 を隔てて女神山があり， その裾に広がる台地の背後には， 一層高く男神山が望まれる。

このような景観は，この逍跡に対し て，厳かな感じを抱かせるものであ った。

この遺跡に関する第 1次発掘調査は，昭和39年 (1964)年に行われ， 3棟の礎石建ち建物跡が

検出され，それぞれが仏殿・法堂・方丈に当たるとされて，禅宗寺院跡であると推定されたので

あった。この推定には， ここの寺跡が秋田市の松原補陀寺の前身 であると いう伝承が大 きな前提

になっているものと見られ，検出された建物跡の平面形式や伽藍の構成などからなされたものと

は考えにくい側面をもっている。

第2次調査が昭和48年 (1973)に行われ，門跡とされていた区域が調査され，礎石建ちの建物

跡と重複した形で掘立柱建物跡も確認されている。さらに遺跡の環境整備のための発掘調査が昭

和59年 (1984)から進められており，先の調査結果とは異な った見解を考えさせるような発見も

なされている。

ここでの出土遺物については，燈明皿と土師器椀とが出土しており，平泉文化との関係から，

12世紀から13世紀のものと見られている 。

ここでは，これまでに検出された建物跡を再検討する ことから初めて， この遺跡の性格につい

ても若干の考察を述べてみたい。

(2) 建物跡の平面形式について

ここで検出された建物跡の多くは礎石をも っている， というところに大きな特徴がある。東北

地方北部の中世の逍跡におい て，礎石の建物跡が確認されているところは，極めて少ないのでは

なかろうか。 中世城郭跡におい ても ，そのはとんどが掘立柱建物跡として検出されてお り，青森

県の浪岡城跡内館におい て， 16世紀末とされる建物跡が 1棟，掘方 を持った礎石建ての建物跡と
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して検出されているのを見るのみであろう 。

このように見ると， 13世紀代と されるこの遺跡において， 検出された建物跡が礎石建てである

ということは， 燈明皿などの遺物の出土と合わせて， 一応，寺院跡とし て捉えられることかもし

れないが，建物跡の平面形からも，再検討をする必要があろう。

また， それだからといって，禅宗寺院跡 というように決めて考察を進めることには問題があろ

う。発掘調査概報によると， 当時の地表面（生活面）はそれはど堅〈はないことから，

続期間が短かったと見られている。

に建つ建物は，

しかし， この遺跡がもしも禅宗寺院跡だとすると，

ほとんどが土間床の建物であることを考え合わせると， 矛盾することとな り， 板

床を張った建物跡とすれば，生活面はそれはど堅いものとはならない であろう ，

られるところである。

(2)-1 

［図-1]

「イム殿」 とされた建物跡の平面について

● ：礎石， o:根石，

. . . . . . 一●

I I I I • • • • • • • 
I I I I o--o o o o o o o 
I I I I 
0 0 0 0 0 0 0 

I I I 
0 0 0 0 0 

ことなども挙げ

Ys 

10.0 
V4 

II 

V3 

Z
↑

t
 

II 

I 8.5 
Xo 

している 。

しかし，

10.0 
I 

［図ー1]は，

X2 

柱が立つものとされて，

II 

x'!, 
II 

X4 
II ; 10.0 
X5 

8.5 i尺
X6 X7 

総柱の倉庫のような建物が描かれており，

心軸かあるとして これを南北に折り返し，

しかも概報では，実測図に載せられている

このときに折り返された南側の地点からは，

先の調査の実測図に載っている根石の大半が発見されなかった，

Y1 

10.0尺
""''... y。

第 1次発掘調査の際のこの建物跡の平面である。調査概報では，

遺跡の存

その伽藍

すべての柱筋に

さらに概報では， Yo-Y1に中

七間に六間の東面する建物跡を想定し， これを仏殿と

(Xo, Y2)の根石は無視されている 。

今回の調査では根石すら発見されておら

ず，先の調査で確認された最も南側の根石の列で建物跡が終わっている， と考えざるを得な〈な

ったのである。それにもまして不思議なことは，今回の調査においては， Yz通りのものをはじめ，

ということである。

［図-2]に示すように， 今回の調査で得られた礎石と根石とからその平面を考えるとすると，
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先の報告とは全く異と なっ たものとなり，五間に二間の身舎の北側に一間の庇が付き，東側にも

ー間の庇が付き，南側中央に一間の突 き出しを持つ， という平面と なっている。

この平面から想定される建物とし ては，あたかも，寝殿造の対屋が独立し て建って いるよう な

［図ー2] ● ：礎石， o:根石，

● ● ● ● ● • — • 
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形ではある。

寺院跡という ことに拘泥して，仏堂として この平面を見ると、五間に二間の外陣と五間に一間

の内陣があり， その東側に三間に一間の庇が付き， ー間の向拝を持つ南面する仏堂として考えら

れない こともないのであるが， このような形の平面 を持つ仏堂は，13世紀代を前後とし ても，現

存の遺構とし ては存在しない。

［ 図— 3] ● ：礎石， o:根石， ・：束石，

● ● ● ● ● • -—• 
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先の第 1次調査においては，すぺての礎石と根石とに柱が立っていたかのような想定がな され

ているが， これらの内のあるものは床束のための束石であったかもしれない， と仮定すると，次

のような ［図ー3]を描〈ことができる。

そ してさ らに ［図ーl]における (Xo,YJ)の根石を考慮すると，調査においては痕跡も見つか

って はいないのであるが，［図-4] を描く ことが許されるかもしれないのである。

［図-4] ● ：礎石， o:根石， ．：束石， x: 想定の礎石，

x — • ● ● ● ● • — • 
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もしもこのような平面が許されるとすれば，これは，五間に二間の身舎の四周に一間の庇を回

した形で，古代の七間堂と認められるものであ り，菅江真澄の著書に言う法相宗の仏堂としても

不都合ではない形を示してお り，13世紀代の仏堂としても在 りうる平面ではある。

しかしこれでは，あまりにも調査の結果を無視して平面 を造ったこととな り，調査結果からす

ると， ［図ー2]で考察した平面形が，仏堂としては現存遺構には見られない形ではあ って も，住

宅系のものではあれ，一応は建物跡とし て捉えることのできる形であ り，妥当なものかもしれな

し、

゜

(2)-2 「法堂」 とされた建物跡

先の建物跡の西側で， 一段と高〈なっていると ころから検出されている。こ れも第 1次調査で

は，根石などの確認されていない箇所も含めて、すべての柱筋に柱が立つという形で報告されて

おり，五間に三間の規模の堂としている。

しかし， このような形は禅宗寺院の「法堂」とは見られずに、総柱の倉庫のような建物を想定

せざるを得ないようなものとな って いる。報告書の図を見ると ，礎石や根石が確認されて いない

ところもあり、再考する必要があ りそうである。
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［図ー5]は，根石などの確認されていない箇所を考慮して線引きをした平面である。南束隅に
二間四方の室を持ち，その北側から西にかけて一間の庇が付き，さらに北側に孫庇が付〈という

形を示 している。このような平面を持つ建物跡は，仏堂跡 とは考えに〈いところであ り，建物跡

が，東向きか南向きになるかも決めかねる形を示すものとなる。

しかしながら，発掘調査の結果からはこれ以上のものは得 られず，建物跡としては不明とせざ

るをえないものである。

［図-5] ●：礎石， 〇：根石，
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(2)-3 「方丈」とされた建物跡

［図-6] ● ：礎石， 〇 ：根石 ［図-8]
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この建物跡は，三間に二間の規模
であるが，各柱筋に礎石を持って

おり，さらに，西側から北

そして東の第一間 [Y2-Y3] まで，小
さな石が隙間なく並んでいる。

第一次調査では，各柱筋を線で結
んで「方丈」だとしているが，

［図-8]のようになると，禅

宗寺院の方丈とも見られなくもな
い。 しかし， 三間に二間で緑も回

らないような建物跡を方丈と

して考えるわけには行かない。
［図-6]のように結ぷと，八脚門が想定

される 。 しかし これも，

この地域の地形や建物跡の配置か
ら見て， この位置に門を置〈 こ

とは考え られない であろう 。結

局は， ［図-7]のように結ぶはかはなく，
これも総柱の倉庫と見るか，ある

いは，鏑楼のよう な

ものが想定されると ころである 。

(2)-4 北西部中腹の平場で検出さ
れた建物跡

これまでに述ぺた3棟の建物跡が並
ぶ地区の北西部に， 一段と高〈な

って いると ころ に，小さ

な平場があり， そこから［図ー9]のよ
うな建物跡が検出 されている 。

［図ー9] ● ：礎石， o: 根石，
N ．． • • V3 
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［図ー9] に見るように，礎石建ちの建物
跡であり，規模は小さく て三間四

方のものである。礎

石や根石の並ぴが多少ずれている
箇所もあるか， (X1, む）の礎石な

どは，移動し ている ことも

考えられる 。

三間四方の正方形の建物で，内部
に 4本の柱が立つものとしては， ー

間四面堂が想定されるの

であるが，緑束を支える礎石が検
出 されていないと ころ から，縁の

回らないものとすると， 一般

の一間四面堂は考えにくいと ころ
である。

元来， 縁の回らない三間堂とする
と，禅宗様仏堂が想定されるかも

しれない。 しかし この場合
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にも問題かある 。土間床が確認されていない ことや， 内部の 4本の柱の内の前柱が抜かれていな

し‘， という ことなどが挙げられる 。

どちらにしても，

(2)-5 

その決め手を欠い ているが， これま でに見た 4棟の建物跡の中 では最も仏堂

らしい形を示し ているものである。

門跡とされた地区の建物跡について

この地区は，昭和48年 (1973) と昭和59年 (1984)の二回にわた って調査されており，

査の概報が刊行されている。 門跡という ことに余りにも拘束されているような

ところが窺わる。

それらを見ると，

ここで検出された建物跡は，大きな掘方を持つ掘立柱建物跡と，

掘方に根石を積めた礎石建ちの建物跡とが重複している 。

(2)-5-1 掘立柱建物跡

大 きな掘方を持つ掘立柱建物跡は，

［図ー10] ＊：掘方掘立柱柱穴，

［図 — 10] のよう に柱 を並べて考えること ができそ うである 。

・：この位置に柱穴はあるが浅いものであり，
外して考えることとした。
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このような柱穴の配列に対して、 どのような建物が想定されるであろうか。［図ー10]は一つの

試案であるか， あるいは，Xsの通りにも線を引いてみることも考えられるかもしれない。いずれ

にしても， おおむね，

桁行六間梁間三間の建物跡と見られるが，

内IJって いるのに， ぬおよぴX通り では12,0尺の二間に割り付け， Xo通りでは8.0尺と 16.0尺とに

/fl]って いる 。

X4, Yo-Y、I]

このような形の建物跡とされるであろう 。

このような柱割りからすると，

が別の区画 を造 り，

東側のXsおよぴXGの通りは8.0尺の等間隔の三間に

[Xs-Xs, Yo-Y4]が一つの区画をなし，

これに [Xo-X1,Yo-Y4]の庇が取り付〈，

[X1-

という形である 。
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東側には一間に三間の室があり，西側
には三間に二間の大きな室に庇が付い

たものであり，ある

いは棟を異にした分棟型の建物が想定
され， [X4-Xs]は造り合いの箇所かもし

れない，などと

考えている。

このように見ると ，とうてい，仏堂あ
るいは仏門とは考えられずに，住宅系

の建物を想定せざ

るを得ない。この掘立柱建物跡に伴う逍
物は， 12世紀代のものとされており， そ

の頃の住宅系の

建物跡として貴重な資料であり，大き
な一室に広い土間を棟を異にして繋げ

る建物があ ったとし

ても，十分に考えられるところである
。

(2)-5-2 礎石建ちの建物跡

先の掘立柱建物跡と重複す る形で検出
されたのであるが，は っき りとした礎

石は逍されておら

ずに，根石のみが検出されている。そ
の根石の並ぴは ［図ー11]のよう である。

［図ー11] 〇：根石，
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このような根石の配列からは ， おのずと ［ 図— 11 ] に示すような線引きかなされるところであ
る 。

この図でみると，桁行三間梁間三間の
ものに一間に二間の突き出しが付いた

形であるが，X方向

の柱間寸法が9.0尺の等間で揃っているのに
対して，Y方向では12.0,14.0, 8.0, 12.

0尺と不揃

いであり， その長さにも大きな開 きが
ある。あるいは，一つの建物跡として

みることに無理かあ

ることかもしれないが，根石の並ぴから
は， このようになるであろう 。
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(3) むすぴ

この遺跡で，これまでの調査において検出された建物跡について，その平面形を中心に検討を

加えたのであるが，調査が何度にもわたって行われたことや，その間が長過ぎたこと， また，調

査の当初から建築史的見方がなされていなかったことなどもあって，建物跡について明確な形で

の判断はできにくい状況にあった。

しかしこの遺跡については，先にも見たように，菅江真澄の紀行文にも記されており，江戸時

代からよく知られた遺跡であったようであり， またその頃から，寺院跡として捉えられていると

いうことは，かなり根強いしっかりとした伝承のあったもののようにも受け取れるのである。

現在この遺跡は，矢立廃寺跡として秋田県の史跡に指定されており，史跡整備を目的とした発

掘調査が行われたのであるか，その調査から得られた知見は， これまでに言われていたものとは

大苔な喰い違いを見せ，はたして，何を根拠として寺院跡としていたものか，疑問とせざるを得

ないような建物跡が検出されている。

遺跡の整備に当たって，検出された建物跡の標示などが考慮される際には，調査方法なども含

めて，本格的な再調査が必要ではなかろうか。
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